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　１０月、たわわに実った稲穂。刈り入れを待つ

ばかりの田んぼの空を見上げるとたくさんの赤と

んぼが飛んでいます。 

　この時期の赤とんぼはアキアカネと呼ばれ、夏

にヤゴから成虫になり山で暮らしていますが、秋

になると平地におりてきて田んぼや水たまりで産

卵します。 

　夕焼けの空を群れ飛ぶアキアカネは、まるで羽

根まで朱色に染まったように見えて秋のうら悲し

くも美しい情景をいっそうもりあげてくれます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　千村収一 

【2005岩倉の風景●夕焼け、赤とんぼ】 
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市政の窓 ８ 
市政懇談会を開催します 

「新成人のつどい」企画・運営ボランティアを 

募集します 

史跡公園アダプトプログラム参加者を 

募集します 

国勢調査にご協力をお願いします 

キューバの子どもたちからのメッセージ 

岩倉市消防観閲式 

ごみと資源の収集状況をお知らせします 

不要品をご提供ください 

岩倉市防犯対策助成金交付制度をご利用ください 

木造住宅の無料耐震診断を行っています 

市民ギャラリー情報 

「特定入所者介護サービス費」の申請はお済み 

ですか？ 

介護保険制度改正内容のポイント 

水道料金の期限内納付にご協力ください 

岩倉市の組織・機構改革のお知らせ 

市税等の支払いは安全で便利な口座振替を 

ご利用ください 

「岩倉市災害時要援護者名簿」への登録は 

お済みですか 

住民票の写しの電話予約と金曜日の窓口延長 

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査の 

選挙結果をお知らせします 

ストレスは万病のもと …８ 
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…１４ 

 

…１５ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 
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裏表紙 
稲荷町かいわい 

消防庁舎市民開放・人形劇フェステ 
ィバル・高齢者居宅訪問 

知っておきたい健康講座 １６ 

３ 

岩倉東新町空手道スポーツ少年団 

スポーツ大好き！ １６ 

催眠商法にご注意ください 

消費者トラブルに巻き込まれ 
ないために １７ 

岩倉南部中学校 

学校通信 ３２ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ３０ 

３３ フォトニュース 

ぶらりいわくら再発見 

暮らしのガイド １８ 

催し １８ 

手続き ２０ 

健康 ２４ 

講座・教室 ２３ 

相談・その他 ２５ 

募集 ２２ 

－人件費、経常経費、工事コストを 

　　　４億６，０７８万円縮減－ 

市民の皆さんによる検証を行いながら行政改革を推進しています  
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―平成１６年度実績の検証結果をお知らせします― 

－人件費、経常経費、工事コストを 

　　　４億６，０７８万円縮減－ 

市民の皆さんによる検証を行いながら行政改革を推進しています 市民の皆さんによる検証を行いながら行政改革を推進しています 
―平成１６年度実績の検証結果をお知らせします― 

　
岩
倉
市
で
は
、
行
政
改
革

（
※
１
）
を
最
重
点
課
題
と

し
て
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
平

成
１２
年
度
に
第
２
次
岩
倉
市

行
政
改
革
大
綱
（
※
２
）
を

策
定
し
、
行
政
全
般
に
つ
い

て
常
に
点
検
を
実
施
し
つ
つ

新
た
な
視
点
に
立
っ
た
一
層

の
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い

ま
す
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計
画
的
な
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進
を
図
る
た

め
の
行
政
改
革
実
施
計
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各
年
度
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
行
政
改
革
実
施
計

画
を
策
定
し
計
画
的
な
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
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こ
の
行
政
改
革
実
施
計
画

は
、
４３
の
計
画
と
７９
の
項
目

か
ら
な
り
、
第
２
次
岩
倉
市

行
政
改
革
大
綱
の
「
行
政
改

革
の
主
要
事
項
」
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
実
施
項
目
、
実

施
・
推
進
計
画
年
度
を
定
め

て
い
ま
す
。 

進
捗
状
況
の
検
証
（
岩
倉

市
行
政
改
革
検
証
委
員

会
）
と
公
表 

　
年
度
ご
と
の
進
捗
状
況
は
、

第
三
者
機
関
の
岩
倉
市
行
政

改
革
検
証
委
員
会
（
※
３
）

で
検
証
さ
れ
、
そ
の
結
果
を

市
民
の
皆
様
に
公
表
し
ま
す
。 

＜用語の説明＞ 
※１　行政改革 
　国・地方の行政機関または特殊法人の機構・制度・運営
を改革すること。主として合理化・簡素化や定員削減を行
い、行政の効率化と行政費用の抑制を図ることを目的とす
る。 
※２　第２次岩倉市行政改革大綱 
　平成１１年２月に市民各層の代表・市議会議員の代表・
識見者そして職員からなる「岩倉市行政改革検討委員会」
を新たに設置し、概ね１年にわたり審議を重ね、平成１２ 

 
年３月に「第２次岩倉市行政改革大綱（案）」の報告が出
された。岩倉市では、この（案）の主旨を尊重し、平成１２
年５月に、３つの基本事項、９つの主要事項からなる第２
次岩倉市行政改革大綱を策定した。 
※３　岩倉市行政改革検証委員会 
　公募委員を含む１０人の委員からなり、岩倉市の行政改
革の進捗状況について、公平かつ中立的な立場で、毎年度、
実績を検証する。 

－人件費、経常経費、工事コストを 

　　　４億６，０７８万円縮減－ 
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　平成１３年度から始まった検証委

員会による検証は、今年度で４回目

となります。今年度は、７月１４日

から２９日までの間に４回にわたり

検証委員会が開催され、岩倉市行政

改革推進本部（※４）から提出され

た平成１６年度行政改革実績報告書

について検証が行われました。 

　検証結果は、報告書としてまとめ

られ、８月１９日に検証委員会から

市長へ報告されました。 

総括 
平成１６年度の実績全体について、検証委員会からは次のとおり意見をいただきました。 

平成１６年度実績の検証結果 

検証結果報告 

●地方分権の中で、今後も市町村合併の議論がされていく

こととなるが、合併、単独のいずれを選択した場合におい

ても、地方自治体の厳しい財政状況等を考えると、今以上

の改革と効率的な行財政運営が求められる。 

●行政も民間の経営感覚を持ち、コスト縮減意識を持つと

ともに、行政・民間・市民それぞれの役割分担を行い、真

に必要な市民サービスを選択していくことが大切である。 

●職員が、行政改革の目的はどこにあるかを改めて認識す

るとともに、市民の視点を大切にしながら行政改革に取り

組んでいくことで、さらなる改革の前進を期待するもので

ある。 

●保育行政の民間委託と直営のコスト比較の資料が提示さ

れたことは高く評価できる。 

●実績報告の説明は年々良くなってきてはいるが、まだ近

隣との比較に終わっているものや、引き続き検討となって

いるものもある。結果としてどうであったかの説明が必要

である。 

※４　岩倉市行政改革推進本部 
　行政改革の実施のため、市長を本部長、助役

を副本部長とし、収入役、教育長及び各部長職

の職員で組織されたもの（なお、収入役は平成

１７年７月に廃止され、その事務を助役が兼掌

しています）。 
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行政改革実施計画の主な実績と検証結果については、次のとおりです。 
なお、平成１６年度は人件費、経常経費、工事コストを４億６，０７８万円縮減しました。 

※５　特殊勤務手当 
　著しく危険、不快、不健康または困難な勤務その他の著し

く特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要とするもの。自治

体の条例で規定されており、税務手当、防疫作業手当などが

ある。 

 
 

※６　地域手当 
　民間企業の給与が高い地域に勤務する国家公務員に支給す

る手当。これまでの調整手当に代わる手当で、調整手当は生

計費など考慮して支給地域が決められていたが、地域手当は

民間賃金だけで支給地域を決めるため、地域の民間給与水準

とその地域に勤務する公務員の給与水準の均衡を図ることが

目的とされている。 

主な実績と検証結果 

第２次行政改革 
大綱・主要事項 

 

内 容  

１　組織機構の見直し 
（１）組織・機構の再編 

（２）審議会、協議会等の見直し 

 

●訪問看護ステーションについて、平成１７年度に縮小、平成１８年度に廃止する

こととした。 

●電子自治体への取り組みを推進するために、平成１６年４月からＩＴ推進室を独

立させた。 

●収入役の廃止について検討した（平成１７年７月に廃止）。 

●保育園の給食業務の民間委託、休日保育の実施について検討した。 

 

●訪問看護ステーションは、官から民へ移行の時期を迎えてきている。民で行うこ

とがより効率的なものについては民に任せることで、市民サービスを低下させずに

行政経費を抑える的確な行政改革である。 

●岩倉市は他市に比べて保育行政の経費が突出しており、民間との比較を行い、経

営コストを研究する必要がある。民間との比較の資料が提出されたことは評価でき

るが、これらの情報を広報や市のホームページで市民に情報提供する必要がある。 

●今後は、行政も経営感覚が必要となってくる。正規職員からパート職員への切り

替えなど一定の評価はできるが、民間の状況を把握し、コスト意識を持ちながら行

政改革を進めていくことが望まれる。 

●「職員配置に関する基本計画」に基づき、現在の事務事業を見直しながら、適正

な職員配置となるよう努力した。特に人件費の突出している保育部門については、

退職者分の補充のための新規採用を控え、パート職員で対応することにより人件費

の抑制を行った。 

●特殊勤務手当（※５）について、用地交渉手当を平成１６年４月に廃止した。 

●管理職手当の支給率を引き下げた。 

●職員互助会への市からの負担率を見直し、平成１６年４月から引き下げを行った。 

●平成１２年４月に４７０人だった職員は、平成１７年４月には４０６人となって

おり、団塊の世代の退職を迎えるため、組織の見直しを検討する必要がある。また、

市民との協働を考えていかないと、行政運営が成り立たなくなる。 

●特殊勤務手当は見直しにより適正化されてきているが、引き続き検討してほしい。 

●公務員給与の５％減と調整手当から地域手当（※６）への移行など、制度が変わ

るこの時期に調整手当の見直しを行うべきと考える。 

●現在は管理職だけを対象に勤務評定を行っているが、職員のやる気を奮起し、能

力を生かすためにも、対象を一般職員にも広げることが望まれる。 

●管理職手当の削減は、財政危機を乗り越えるための緊急避難としては理解できる

が、本来は、その職責に応じた手当が支給されることが望ましいと考える。 

２　定員・給与の見直し 
（１）定員管理の適正化 

（２）定員適正化計画の策定 

（３）給与等の適正化 

項
目 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 
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※７　経常経費 
　毎年度継続して経常的に支出される経費で、法令上定めは

ないが、おおまかには、人件費、物件費、維持補修費、扶助

費、補助費等及び公債費をいう。 

 
 
 

※８　市場化テスト法 
　国が行う事業について、民間の事業者と国が透明・中立・

公正な条件で競争入札に参加し、価格と質の両面からの総合

的な審査を経て落札者を決定する仕組み（市場化テスト）の

手続きを定める法律。現在、「ハローワーク関連事業」「社

会保険庁関連事業」などがモデル事業として行われており、

今後の本格導入が検討されている。 

３　人材育成の推進 
（１）職員の意識改革 

（２）職員の能力開発 

●地震防災等について地域に出向いて説明会・講習会を行った。 

●災害危機管理研修、政策課題研修、法制執務研修など研修内容を強化した。 

●民間（名古屋鉄道（株））派遣研修を実施した。 

 

●職員数が減少していく中で、限られた職員で事務事業を推進するには、職員が現

状を認識し、自ら意識改革をする必要があるため、効果が高い研修を行い職員の能

力の向上に努めてもらいたい。 

●専門性が求められる分野については、民間への移行を検討していくことも必要で

ある。 

●学校給食の配送業務の一部、ゴミ収集業務で新たに①コースを民間委託した。ま

た、水道料金の収納事務をコンビニエンスストアに委託した。 

●各課のホームページを増やし（１３課→２５課）、より具体的な情報の提供に努

めた。また、電子申請・届出システムとして平成１７年１月に一部の事務のオンラ

イン手続きを開始した。 

●事務事業全体の見直しにより３，４５７万円を削減した。 

●行政評価システム研究会を設置し、平成１７年度からの試行に向けて準備を行っ

た。 

●事務事業評価システムの導入は、平成１７年度から試行することとなっているが、

その効果を期待したい。 

●現在議論されている「市場化テスト法」（※８）は、国に対して適用されるもの

であるが、地方自治体についても、民間でできるものは原則として民間で行うとい

う考え方について研究し、新しい発想をしてほしい。 

５　事務事業の見直し 
（１）事務事業の整理合理化 

（２）規制緩和の促進 

（３）情報化等の推進 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

４　財政の健全化 
（１）経常経費の削減 

（２）歳入財源の確保 

（３）公共事業のコスト縮減 

●経常経費（※７）は、平成１６年度予算では前年度比で４．１％（５，２４６万

１千円）の削減となった。 

●まつり等市単独事業の委託料は、平成１６年度予算では前年度比で１１．３％（１,

５０３万３千円）の削減となった。 

●市税収納率０．５ポイント向上を目指したが、現年度分で０．０９ポイント減、

過年度分で０．７７ポイントの減となった。 

●市県民税の申告をしていない無申告者（対象７２９件）に対し所得調査を行った。 

●公共サービス等に係る受益者負担の適正化として、桜まつり駐車場、市民文化祭

の茶席について有料化した。 

●公共工事は、２，２７５万１千円のコスト縮減を行った。 

●経常経費、補助金、委託料の節減に努力していることは評価できる。 

●市債の借り換えの実施により経費の節減が行われていることは評価できるが、引

き続き努力してもらいたい。 

●税の収納率は、昨年度より実績が下がっている。目標が達成できなかった場合は、

その理由についての説明責任を十分に果たしてもらいたい。 

●公共工事のコスト縮減については、縮減実施項目ごとに整理され、目標が達成さ

れたことは評価できる。 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

平成17年10月1日 6



※９　合併新法 
　市町村合併に伴う特別な地方債（合併

特例債）の発行や地方交付税の算定につ

いて１０年間の特例期間が認められてい

た「市町村の合併の特例に関する法律」

が、合併特例債の廃止や特例期間を５年

に短縮するなどの改正が行われ、平成１７

年４月から施行されている。 

※１０　岩倉市環境保全率先計画 
　地球規模での環境が問われている今、

長期的な視野に立って環境保全施策を総

合的に進めるため策定。職員１２人で任

意の委員会を組織し、平成１２年６月か

ら１３年２月まで９回にわたり検討。具

体的な数値目標を掲げ、実行していく計

画とした。 

６　補助金等の整理合理化 ●財政援助団体に対する補助金・助成金の見直しを行い、前年比で１，２７７万６

千円の削減となった。 

●限られた財源を有効に使うためには、補助金、助成金などの歳出抑制を行わなけ

ればならないが、イベント等の参加については、受益者負担として有料化をしてい

くことも必要である。 

●岩倉市環境保全率先計画（※１０）に基づき環境問題研修会を開催した。また、

同計画に基づき「エコオフィスいわくらエコチェック」を実施した。 

●印刷用紙は全て古紙配合率１００％再生紙とし、付箋・インデックスも全て再生

紙使用品とした。 

●岩倉市環境保全率先計画については、一覧表で各課の達成率などが点数で示され

ており、Ｐｌａｎ（計画）→Ｄｏ（実施）→Ｃｈｅｃｋ（評価）→Ａｃｔｉｏｎ（是

正措置）のサイクルが働くと思うので、継続して実施していくことが望まれる。 

８　環境への配慮の推進 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

７　地方分権社会への対応 
 

●職員で組織する市町村合併研究会を開催し、合併新法（※９）について研究した。 

●県などの開催する市町村合併に関する講演会や連絡会議に出席し、情報収集に努

めた。 

●市町村合併については、新しい情報を収集して引き続き慎重に検討してもらいた

い。 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

主
な
実
績 

主
な
検
証
結
果 

ふ　せん 

●問合先　行政課行政係（☎３８―５８０４） 
まで。 
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岩
倉
市
で
は
、
市
長
・
助
役
・
教
育
長
・
各
所

属
部
長
な
ど
が
２
日
間
に
わ
た
り
、
市
政
の
重
点

事
業
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
、
と
も
に
市
政
を
考
え

る
「
市
政
懇
談
会
」
を
開
き
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

●
テ
ー
マ
　
「
健
康
づ
く
り
で
豊
か
な
人
生
を
」 

　
こ
の
テ
ー
マ
以
外
に
も
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
生

活
の
こ
と
や
市
政
に
つ
い
て
お
聞
き
に
な
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
会
場
で
お
た
ず
ね
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
参
加
方
法
　
事
前
の
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
ご
都
合
の
良
い
日
に
、
直
接
会
場
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
３
８
―
５

８
０
２
）
ま
で
。 

　 

      

　
岩
倉
市
で
は
、
来
年
１
月
８
日
　
に
「
新
成
人

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
開
催
に
あ
た
り
新
成
人
を
迎
え
る
人
で
、
つ
ど

い
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
担
当
し
て
い
た
だ
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。 

　
新
し
い
門
出
と
な
る
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
を

自
ら
の
手
で
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
き
っ
と

す
ば
ら
し
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
や

る
気
の
あ
る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
開
催
案
内 

●
と
き
　
平
成
１８
年
１
月
８
日
　
午
前
１１
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
対
象
者
　
昭
和
６０
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６１
年

４
月
１
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
人 

●
そ
の
他
　
新
成
人
の
つ
ど
い
は
、
岩
倉
市
に
住

民
票
が
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

　 

      

　
市
内
の
環
境
美
化
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
岩
倉

市
で
は
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
市
内
数
か
所
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
る
市
民
や
団
体
、企
業
が
「
里

親
」
と
し
て
公
園
な
ど
を
自
分
の
「
里
子
」
と
み

な
し
定
期
的
に
清
掃
し
て
世
話
を
す
る
こ
と
で
す

（
※
ア
ダ
プ
ト
（
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｐ
Ｔ
）
と
は
「
○
○
を

養
子
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
す
）
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
歴
史
学
習
、
ま
た
憩
い
の
場

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
史
跡
公
園
を
自
分
た
ち

の
手
で
キ
レ
イ
に
し
ま
せ
ん
か
？ 

●
活
動
日
　
１０
月
１２
日
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら
１

時
間
程
度 

●
活
動
内
容
　
史
跡
公
園
の
清
掃 

●
支
給
物
品
　
ご
み
袋
、
清
掃
道
具
、
腕
章
な
ど 

●
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

（日） 

（水） 

（日） 

市
民
の
皆
さ
ん
と
岩
倉
市
政
を
語
る 

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す 

史
跡
公
園
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ 

ラ
ム
参
加
者
を
募
集
し
ま
す 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」 

企
画
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

を
募
集
し
ま
す 

午後７時～ 

と　き ところ 

１０月２５日（火） 

１０月２６日（水） 

市役所７階大会議室 

総合体育文化センター 
多目的ホール 
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●
市
政
の
窓
●
 

    

　 

      

　
愛
知
万
博
の
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

事
業
の
一
環
と
し
て
、
岩
倉
市
と
キ
ュ
ー
バ
の

小
・
中
学
生
が
絵
と
手
紙
の
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
岩
倉
市
か
ら
は
、
北
小
学
校
の
児
童
か
ら
集
め

た
絵
５５
点
、
南
部
中
学
校
か
ら
集
め
た
手
紙
２９
点

を
今
年
６
月
キ
ュ
ー
バ
に
送
付
し
、
そ
の
後
、
キ

ュ
ー
バ
か
ら
７
月
に
小
学
生
の
絵
３０
点
と
中
学
生

の
手
紙
２７
点
が
届
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
市
役
所

で
展
示
し
ま
す
。 

●
と
き
　
１０
月
１１
日
　
〜
１６
日
　
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
９
時
（
１１
日
の
み
正
午
〜
） 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

 

（火） 

（日） 

〜
キ
ュ
ー
バ
の
子
ど
も
た
ち 

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ（
絵
と 

手
紙
の
交
流
）〜 

　調査票の提出をしていただけましたか？ １０月１日は２００５年国勢調査の日。 

　国勢調査は日本に住んでいるすべての人が対象になります。 

　９月下旬から１０月の上旬にかけて、国勢調査員が皆さんのお宅へ調査票の配布と

受け取りにうかがっています。 

　１０月１日現在の皆さん世帯の状況を、調査票にご記入ください。 

　国勢調査員は、非常勤の国家公務員として総務庁長官から任命され、統計法によっ

て調査内容の秘密の保護が命じられています。また、調査員が各世帯を訪問するとき

には国勢調査員証を携帯しています。不審な場合にはご確認ください。 

　皆さんのご協力をお願いします。 

2005年は5年に1度の国勢調査の年です 
皆さんのご協力をお願いします 

調査票の提出をお願いします！ 

●問合先　企画課国勢調査担当 

　　　　　☎３８―５８０２（直通）または、 

　　　　　☎６６―１１１１（内線５３１～５３４）まで。 

国勢調査と称して世帯構成や会社の従業員の氏名などを電話等で照会する 
「かたり調査」にご注意ください。 

　消防観閲式には、消防職員・団員・

婦人防火クラブ員１２５人、消防車

両等が参加し、各種訓練などを実施

します。 

●とき　１０月１６日（日）午前１０
時～（雨天の場合は、岩倉東小学校

体育館で式典だけを行います） 

●ところ　岩倉東小学校グラウンド 
●問合先　消防本部総務課庶務消防
係（☎３７―５３３３）まで。 

岩倉市消防観閲式 

〔英語〕 

Population Census on October １ 
The Population Census will be conducted as of 

October 1. 

Everyone living in Japan , regardless of nationality,  

must fill out the Census form. 

The information obtained from the Census will not be 

used for anything other than statistical purposes. 

A Census enumerator will call on you for distribution 

and collection of the questionnaire form.

〔ポルトガル語〕 

Censo Demografico dia 1  de outubro 
O Censo Demografico sera realizado no dia 1 de 

outubro. 

Todas as pessoas residentes no Japao, 

independentemente de sua nacionalidade devem 

completar o questionario do censo. 

Os dados obtidos pelo censo serao usados apenas 

para fins estatisticos. 

Um recenseador o visitara em seu domicilio para 

fazer a distribuicao e coleta do questionario.

～ 

～ 

～ 

Ω 

Ω 

｀ 

｀ 

｀ 

｀ 

｀ 

｀ 

｀ 

｀ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

      

環
境
に
や
さ
し
い
岩
倉
を
子
ど
も
た
ち
へ 

　
資
源
の
枯
渇
、
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
地
球
環

境
問
題
に
対
処
し
、
便
利
で
快
適
な
生
活
環
境
を

私
た
ち
の
子
や
孫
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
資
源
循
環
型
社
会
へ
の
転

換
に
向
け
て
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
ま
さ
に
私
た
ち
が

日
々
生
活
す
る
こ
の
岩
倉
の
ま
ち
で
、
毎
日
私
た

ち
が
実
践
し
続
け
て
い
る
地
球
環
境
問
題
へ
の
対

処
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
１０
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
資
源
の
収
集
を
開
始
し
ま
す
。
今
回
は
、
過

去
４
年
間
の
ご
み
の
処
理
に
必
要
な
費
用
と
ご
み

と
資
源
の
処
理
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
と
資
源
の
処
理
に
か

か
る
費
用
は 

　
岩
倉
市
の
ご
み
と
資
源
の
処
理
に
か
か
る
費
用

の
推
移
（
平
成
１３
〜
１６
年
度
）
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
岩
倉
市
で
は
ご
み
と
資
源
の
処
理
に
か
か

る
費
用
（
清
掃
費
）
と
し
て
７
億
８
千
３
２
３
万

９
千
円
（
平
成
１６
年
度
）
を
支
出
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
１
人
当
た
り
で
考
え
る
と
１
万
６

千
２
４
０
円
、
１
世
帯
当
た
り
で
は
４
万
４
０
４

円
（
い
ず
れ
も
平
成
１６
年
度
）
の
費
用
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
ご
み
と
資

源
の
処
理
に

か
か
る
費
用

（
清
掃
費
）

の
う
ち
、
７

割
程
度
を
占

め
る
の
が
小

牧
岩
倉
衛
生

組
合
へ
の
負

担
金
で
す
。

小
牧
岩
倉
衛

生
組
合
は
、

岩
倉
市
と
小

牧
市
に
お
け

る
ご
み
の
処

理
・
処
分
を

共
同
で
行
う

一
部
事
務
組

合
で
す
が
、

こ
の
運
営
に

か
か
る
両
市

の
費
用
負
担

の
割
合
は
大

半
が
岩
倉
市

と
小
牧
市
が

ご
み
を
搬
入

し
た
量
に
応

じ
て
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
ご
み
と
資
源
の
処
理
に
か
か
る
費
用

（
清
掃
費
）
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
る
量
を
減
ら
す
こ
と
に
加
え
、
資
源
と
な

る
も
の
に
つ
い
て
は
小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
で
処
理

せ
ず
、
資
源
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。 

ご
み
の
減
量
と
古
紙
類
の
リ
サ
イ
ク
ル 

　
岩
倉
市
の
ご
み
収
集
量
の
推
移
（
グ
ラ
フ
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
み
収
集
量
は
、
平
成
１３
年
度

を
ピ
ー
ク
に
平
成
１４
年
度
か
ら
は
減
少
に
転
じ
、

平
成
１６
年
度
に
は
１
万
６
９
５
・
２
８
㌧
と
平
成

１３
年
度
に
比
べ
２
割
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
内
訳
を
み
る
と
、
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み

（
可
燃
系
）
は
平
成
１３
年
度
１
万
６
４
４
・
２
７

㌧
で
あ
っ
た
の
が
、
平
成
１６
年
度
８
千
６
７
２
・

２
７
㌧
と
２
割
近
く
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、

燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
（
不
燃
系
）
は
、
平

成
１３
年
度
１
千
５
５
２
・
２
７
㌧
で
あ
っ
た
の
が

平
成
１６
年
度
１
千
５
７
４
・
０
６
㌧
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
燃
や
し
て
は
い
け
な

い
ご
み
の
大
半
を
占
め
て
い
る
の
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
で
あ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
を
資
源
と
し
て
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
燃

や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
（
不
燃
系
）
の
収
集
量

の
減
少
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
岩
倉
市
の
資
源
回
収
量
の
推
移
（
グ
ラ

フ
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
と
、
資
源
全
体
の
回

収
量
の
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
４
年
で
飛
躍

的
な
伸
び
を
示
し
た
の
が
新
聞
、
雑
誌
・
雑
が
み
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
布
な
ど
の
古
紙
・
古
着
類
で
す
。

名
刺
よ
り
大
き
な
紙
を
す
べ
て
「
雑
が
み
」
と
し

て
回
収
す
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
１６
年
５
月
か
ら

は
古
紙
と
古
着
の
日
を
開
始
す
る
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
古
紙
・
古
着
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。 

　
缶
・
び
ん
類
な
ど
古
紙
・
古
着
類
以
外
の
資
源

（
そ
の
他
の
資
源
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
１３
年
度

の
回
収
量
９
１
６
・
７
４
㌧
が
、
平
成
１４
年
度
に

５
７
１
・
８
６
㌧
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

平
成
１４
年
度
か
ら
の
粗
大
ご
み
の
有
料
戸
別
収
集

化
を
前
に
、
平
成
１３
年
度
に
出
さ
れ
た
粗
大
ご
み

の
中
に
含
ま
れ
た
金
属
類
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
の
回
収
量
は
横
ば
い

の
状
況
で
す
。 

ご
み
と
資
源
の
収
集
状
況
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す 

平成１３年度 

清掃費（千円） 
※１ ① 

一般会計支出合計 
（千円）② 

一般会計支出の内 
清掃費の割合（％） 
③＝①÷② 

市民１人当たり 
の処理費（円） 
⑤＝①÷④ 

１世帯当たりの 
処理費（円） 
⑦＝①÷⑥ 

人口（人） 
※２ ④ 

世帯（世帯） 
※２ ⑥ 

７７５，６０３ １３，７５０，７３０ 

１２，２１５，２４８ 

１１，７６９，４０６ 

１２，３９２，７９４ 

５．６４ ４７，７０６ １６，２５８ １８，６７７ ４１，５２７ 

４１，５０７ 

４１，９５２ 

４０，４０４ 

１８．９４１ 

１９，１２８ 

１９，３８５ 

１６，３８１ 

１６，６７６ 

１６，２４０ 

４７，９９４ 

４８，１２０ 

４８，２２８ 

６．４４ 

６．８２ 

６．３２ 

７８６，１８０ 

８０２，４５４ 

７８３，２３９ 

平成１４年度 

平成１５年度 

平成１６年度 

※１　清掃費とはごみと資源の処理にかかる費用を表します。 
※２　人口および世帯数は年度末現在です。 

２．岩倉市のごみ収集量の推移（家庭系） 

■平成１３年度 
可燃系 不燃系 粗大・小型 計 

１０，６４４．２７ 

１５，０００ 

１０，０００ 

５，０００ 

０ 

１０，０４０．６１ 
９，１０３．８１ 
８，６７２．２７ 

１，５５２．２７ 
１，４９９．６３ 
１，５７８．１０ 
１，５７４．０６ 

１，１９５．１８ 
３７３．９４ 
４３３．２３ 
４４８．９５ 

１３，３９１．７２ 
１１，９１４．１８ 
１１，１１５．１４ 
１０，６９５．２８ 

■平成１４年度 
■平成１５年度 
■平成１６年度 

単
位（
ト
ン
） 
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●
市
政
の
窓
●
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
の
収
集
が
始
ま

り
ま
す 

　
岩
倉
市
で
は
１０
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
資
源
の
収
集
を
開
始
し
ま
す
。 

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
は
青
色
の
指

定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い 

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
は
木
曜
日
ま

た
は
、
金
曜
日
が
収
集
日
と
な
り
ま
す
。
燃
や
し

て
も
い
い
ご
み
を
月
・
木
曜
日
に
出
す
よ
う
決
め

ら
れ
て
い
る
地
域
（
市
内
南
部
）
は
１０
月
６
日
　
、

燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
を
火
・
金
曜
日
に
出
す
よ

う
決
め
ら
れ
て
い
る
地
域
（
市
内
北
部
）
は
１０
月

７
日
　
が
始
め
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資

源
を
出
し
て
い
た
だ
く
日
と
な
り
ま
す
。
当
日
の

朝
８
時
３０
分
ま
で
に
青
色
の
市
指
定
袋
に
入
れ
集

積
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
資
源
用
指
定
収
集
袋
は
岩
倉
市
指
定
収

集
袋
取
扱
店
（
市
内
の
主
な
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
小
売
店
等
）
で
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
木
・
金
曜
日
は
、
集
積
場
所
に
燃
や
し

て
も
い
い
ご
み
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資

源
の
２
種
類
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

  ●
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
は
必
ず
市
指
定

袋
・
推
奨
袋
に
入
れ
て
集
積
場
所
へ
　 

　
１０
月
以
降
は
水
曜
日
の
燃
や
し
て
い
け
な
い
ご

み
を
レ
ジ
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
で
出
せ
ま
せ
ん
。

透
明
で
赤
文
字
の
市
指
定
袋
か
従
来
の
推
奨
袋
で

集
積
場
所
へ
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

　
ま
た
、
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
の
中
に
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
入
れ
な
い
で
、
１０
月

５
日
　
か
ら
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
は
新
し

い
ル
ー
ル
で
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
食
品
ト
レ
イ
は
青
色
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
用
指
定
袋
に 

　
月
に
１
回
の
地
区
の
分
別
収
集
で
回
収
し
て
い

た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
食
品
ト
レ
イ
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
と
な
り
ま
す
の
で
、
分
別
収
集
で
の

回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。 

●
新
し
い
ご
み
と
資
源
の
出
し
方
は
手
引
帳
で 

　
広
報
い
わ
く
ら
９
月
１５
日
号
と
同
時
配
布
し
ま

し
た
「
ご
み
と
資
源
の
分
別
と
出
し
方
手
引
帳
」

は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
手

引
帳
に
は
ご
み
と
資
源
の
出
し
方
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
詳
し
い
説
明
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

ご
み
と
資
源
を
分
別
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
分
別

早
見
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清
掃
事
務
所
（
☎
６
６

―
５
９
１
２
）
ま
で
。 

       

粗
大
ご
み
の
内
ま
だ
使
え
る
も
の
を 

　
１１
月
１２
日
　
・
１３
日
　
の
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り

環
境
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
で
は
「
リ
ユ
ー
ス
広
場
」

を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
粗
大
ご
み
を
出
さ
れ
る
人
に
、
☎
６
６

―
８
１
５
３
（
ハ
イ
ご
み
）
の
電
話
受
付
時
に
不

要
品
提
供
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ご
提
供
い
た
だ
く
家
具
な
ど
粗
大
ご
み
が
有

料
戸
別
収
集
と
な
る
こ
と
は
同
じ
で
す
が
、
ま
だ

使
え
る
も
の
は
ご
提
供
を
い
た
だ
い
て
清
掃
事
務

所
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
修
理
等
を
行
い
、
展

示
販
売
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
使
え
る
小
さ
な
も
の
も 

　
子
ど
も
が
大
き
く
な
っ
て
い
ら
な
く
な
っ
た
お

も
ち
ゃ
類
、
皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
食
器
類
の
セ
ッ
ト
、

ラ
ジ
カ
セ
な
ど
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
な
ど
、
必
要
な

人
に
ゆ
ず
り
た
い
が
そ
の
あ
て
が
な
い
と
き
、
問

合
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
住
所
や
連
絡
先
を
お

聞
き
し
、
１０
月
中
に
こ
ち
ら
か
ら
、
お
宅
の
玄
関

先
等
に
引
き
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。
た
だ
し
、

「
コ
ッ
プ
が
２
個
と
ミ
ニ
カ
ー
３
個
」
と
い
っ
た

数
や
大
き
さ
に
ま
と
ま
り
が
な
い
場
合
は
引
き
取

り
に
伺
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場

合
を
含
め
、
直
接
市
役
所
３
階
の
環
境
保
全
課
か

石
仏
町
の
清
掃
事
務
所
に
事
前
に
ご
連
絡
の
う
え

搬
入
し
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。 

●
受
付
期
間
　
１０
月
３
日
　
〜
２８
日
　 

●
募
集
す
る
も
の
　
有
料
戸
別
収
集
す
る
粗
大
ご

み
の
内
家
具
類
な
ど
。
ま
た
粗
大
ご
み
に
な
ら
な

い
お
も
ち
ゃ
類
や
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
な
ど
で
、
ま

だ
使
え
、
無
償
で
ご
提
供
い
た
だ
け
る
も
の
。 

●
お
引
き
取
り
で
き
な
い
も
の
　
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
対
象
の
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
・
洗
濯
機
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
。

扇
風
機
、
掃
除
機
や
ス
ト
ー
ブ
類
、
ガ
ス
コ
ン
ロ

な
ど
電
気
、
石
油
、
ガ
ス
器
具
類
は
ト
ラ
ブ
ル
防

止
の
た
め
提
供
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
衣

類
・
ふ
と
ん
類
、
著
し
く
重
い
も
の
、
消
火
器
・

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
廃
棄
す
る
際
に
処
理
が
困
難
な

も
の
は
お
引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん
。 

●
問
合
先
　
粗
大
ご
み
受
付
（
☎
６
６
―
８
１
５

３
）
ま
た
は
、
環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
５
実
行
委
員

会
事
務
局（
清
掃
事
務
所
内
☎
６
６
―
５
９
１
２
）

ま
で
。 

ま
だ
使
え
る
、ま
た
使
え
る 

不
要
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い 

（土） 

（月） 

（金） 

（日） 

（木） 

（水） 

（金） 

３．岩倉市の資源回収量の推移（家庭等） 

■平成１３年度 
古紙・古着類 その他の資源 計 
１，２９５．４４ 

４，０００ 

３，０００ 

２，０００ 

１，０００ 

０ 

１，５１８．０２ 
２，４０３．６４ 
２，７８４．９５ 

９１６．７４ 
５７１．８６ 
５６８．３２ 
５４９．４４ 

２，２１２．１８ 
２，０８９．８８ 
２，９７１．９６ 
３，３３４．３９ 

■平成１４年度 
■平成１５年度 
■平成１６年度 

単
位（
ト
ン
） 

プラスチック製容器包装の例
（プラスチック製容器包装資
源にはすべてプラマークがつ
いています） 

ボトル類 シャンプー・薬など のボトル 
食品・衣料品などの 
袋やレジ袋・ラップ 

果物・惣菜・生鮮食 
品などのトレイ 

カップめんやプリン・ 
卵などのカップ・パ 
ック 

ポリ袋・ 
ラップ類 

カップ・ 
パック類 

トレイ類 

その他 
発泡スチロール製緩 
衝材、キャップ、果 
物や野菜のネットなど 
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こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
犯
意
識
高

揚
を
目
的
と
し
て
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
４
月

１
日
か
ら
開
始
し
た
助
成
金
制
度
で
、
世
帯
で
新

た
に
防
犯
対
策
を
行
っ
た
場
合
、
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
を
機
会
に
、
も
う
一
度
わ
が
家
の
防
犯
対

策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、
外
国

人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世
帯
主
（
１
世

帯
に
つ
き
１
回
限
り
） 

●
対
象
と
な
る
も
の 

①
玄
関
お
よ
び
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交
換

ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー
、
ガ
ー

ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た
は
、
防

犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等
の
取
り
付
け
。 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。 

④
住
居
等
の
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
の
取
り
付
け
。 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転

車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま
た
は
、
盗
難

防
止
装
置
の
取
り
付
け
。 

⑦
住
居
敷
地
内
へ
の
玉
砂
利
等
の
敷
設
。 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満

は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円 

●
申
請
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
（
平
成

１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策
は
対
象
外
） 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
品
物
等
が
わ
か
る
領
収
書

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

       

　
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
亡
く

な
っ
た
人
の
８
割
以
上
が
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
圧

迫
死
や
窒
息
死
で
し
た
。
特
に
昭
和
５６
年
以
前
の

旧
建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
１０
月
２３
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中

越
地
震
で
も
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
数
多
く

の
建
物
が
倒
壊
し
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

　
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
、
住
宅
の
耐

震
診
断
で
わ
が
家
の
耐
震
性
を
知
り
、
耐
震
補
強

を
す
る
な
ど
必
要
な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断 

　
岩
倉
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅
の
無
料

耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
建
築
物 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨
造
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象
外
） 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、伝
統
構
法（
ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル
構
法
な
ど
は
対
象

外
） 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共

同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象
外
） 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
に
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票

に
基
づ
い
て
自
己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者 

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
補
助 

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す

る
人
に
対
し
て
、
耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま

す
。 

●
対
象
と
な
る
工
事
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
工
事 

①
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
で
、
総
合

判
定
が
０
・
７
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
総

合
判
定
を
１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事 

②
　
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
住

宅
耐
震
（
現
地
）
診
断
で
、
得
点
が
６０
点
未
満
と

診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
岩
倉
市
の
診
断
基
準
で
、

総
合
判
定
を
１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事

（
た
だ
し
、
耐
震
改
修
部
分
以
外
の
工
事
に
つ
い

て
は
、対
象
と
な
り
ま
せ
ん
） 

●
補
助
の
金
額
　
１
棟
あ
た
り
６０
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
（
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と

な
り
ま
す
）
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
３
）
ま
で
。 

（財） 

岩
倉
市
防
犯
対
策
助
成
金
交 

付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
対
象 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診 

断
を
行
っ
て
い
ま
す 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コーナー、２階には市民ギャラリーやレスト
ランなど、市民の皆さんに利用していただけるスペースがあります。皆さん、ぜひ、ご利用くださ
い。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、祝日、年末および年始は休みです）ただし、
レストランの営業時間は、振替休日を除く月～土曜日の午前９時から午後６時までです。 

【中元寺徹　水彩画作品展】 
●と　き　１０月３日（月）～８日（土） 
●問合先　中元寺（☎６６―０９８２）まで。 
【赤い羽根作品展】 
●と　き　１０月１７日（月）～２３日（日） 
●問合先　（社）岩倉市社会福祉協議会 
（☎３７―３１３５）まで。 

【押花作品展】 
●と　き　１０月３１日（月）～１１月６日（日） 
●問合先　山田（☎３７―４５６８）まで。 

ふ
　

せ
つ 

平成17年10月1日 12
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の
窓
●
 

ま
た
は

照
明
灯
の
取
り
付
け

 

を
す
る
な
ど
必
要
な
備
え
を
し
ま
し

う

 

総
合
判
定
を
１

０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事

　 

      

　
平
成
１７
年
１０
月
１
日
か
ら
の
「
施
設
給
付
の
見

直
し
」
に
よ
り
介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
・
食
費

が
自
己
負
担
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
所
得
の
低
い

人
に
対
し
て
負
担
限
度
額
を
超
え
た
利
用
額
を
介

護
保
険
か
ら
支
給
す
る
「
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。 

　
対
象
者
は
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）
人
で
、
新
し
い

利
用
者
負
担
段
階
が
第
１
段
階
〜
第
３
段
階
（
市

町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
あ
っ
て
、
課
税
年
金
収

入
額
が
２
６
６
万
円
未
満
の
人
）
の
人
で
す
が
、

こ
の
適
用
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申

請
書
は
生
き
が
い
課
ま
た
は
、
市
役
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

　
な
お
、
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申
請

書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
届
か
な
か
っ
た
場
合

や
対
象
と
思
わ
れ
る
人
は
直
接
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
請
は
本
人
の
ほ
か
、
家
族
で
も
で

き
ま
す
し
、
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
申
請
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

　 

      

　
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
収
め
て
い
た
だ
く

水
道
料
金
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
使
用
水
量
に
応

じ
て
料
金
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
未
納
さ
れ
る
と
、
事
業
の
運
営
に
支
障
を

き
た
す
と
と
も
に
、
公
平
な
負
担
か
ら
も
問
題
と

な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
長
期
の
未
納
者
に
対
し
て
は
、
や
む
な

く
給
水
停
止
の
措
置
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

　
水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い
に

つ
い
て
は
、
お
客
様
が
お
申
し
込
み
に
な
っ
た
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
便
利

な
口
座
振
替
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

　
水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
の
お
支
払
い

は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
な
い
納
入
通
知
書
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
り
扱
い
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
部
の

店
舗
で
は
、
納
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
・
国
民
健
康
保
険

税
以
外
の
市
税
や
そ
の
他
市
へ
の
納
付
金
な
ど
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
り
扱
い
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。 

家
庭
で
の
漏
水
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

　
敷
地
内
の
地
下
や
床
下
で
の
水
漏
れ
は
目
に
見

え
ま
せ
ん
。
確
認
の
た
め
家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉

め
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

（
銀
色
の
５
㍉
程
度
の
も
の
）
を
見
て
く
だ
さ
い
。

少
し
で
も
回
っ
て
い
た
ら
ど
こ
か
で
水
漏
れ
を
し

て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
水
道
課
で
は
隔
月
の
検
針
時
に
、
漏
水

の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
お
知
ら
せ
で
ご
案
内
を
し

て
い
ま
す
。
万
一
、
そ
の
「
お
知
ら
せ
」
が
ポ
ス

ト
等
に
入
っ
て
い
た
場
合
は
、
早
急
に
岩
倉
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
目
に
見
え
な
い
場
所
か
ら
の
漏

水
の
場
合
に
、
１
期
分
（
２
か
月
分
）
に
限
り
、

水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
を
軽
減
す
る
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
水
道
課
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
で
。 

「
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ 

ス
費
」の
申
請
は
お
済
み
で
す 

か
？ 

水
道
料
金
の
期
限
内
納
付
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

http://w
w
w
.

c
ity.iw

a
ku
ra
.a
ic
h
i.jp
/

介護保険制度改正内容のポイント 
「新たなサービス体系の確立」地域包括支援センターの創設 

　公正・中立の立場から、地域における①総合相談・支援②介護予防マネジメント③
包括的・継続的マネジメントを担う中核機関として、「地域包括支援センター」が創
設されます。 
　このセンターには、保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーの配置が義務付けら
れており、具体的には、高齢者の実態把握等、社会福祉士を中心にした「地域支援の
ための総合相談」、保健師を中心とした新予防給付等の「介護予防プランの作成・評
価」、また、高齢者が住み慣れた地域で暮らせるよう、主治医、ケアマネジャーなど
他職種協働・多職種連携による「包括的・継続的マネジメント」等の機能を担います。 
●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 

　岩倉市では、１０月１日から組織・機構改革の一環と

して財政課用度係を廃止し、物品等の契約・購入に関す

る事務は行政管理室（市役所３階）、物品等の管理に関

する事務は会計課（市役所１階）が担当します。 

　詳しくは、秘書課までおたずねください。 

●問合先　秘書課人事係（☎３８―５８０１）まで。 

岩倉市の組織・機構改革のお知らせ 
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岩
倉
市
で
は
、
市
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の
支

払
い
に
、
大
変
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　
口
座
振
替
は
、
一
度
の
手
続
き
で
、
決
ま
っ
た

日
に
自
動
的
に
銀
行
な
ど
の
口
座
か
ら
支
払
い
を

済
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
口
座
振
替
が
で
き
る
も
の 

★
市
県
民
税
（
個
人
・
普
通
徴
収
分
）
★
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
★
軽
自
動
車
税
★
国
民
健
康

保
険
税
★
介
護
保
険
料
★
保
育
料
★
学
童
保
育
料

★
水
道
料
（
下
水
道
使
用
料
を
含
む
） 

●
手
続
き
の
仕
方
　
預
金
通
帳
、
預
金
通
帳
使
用

印
鑑
、
口
座
振
替
を
し
た
い
市
税
や
保
険
料
な
ど

の
領
収
書
ま
た
は
、
納
付
通
知
書
を
持
参
し
、
預

金
口
座
の
あ
る
取
扱
金
融
機
関
か
、
市
役
所
税
務

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
郵
便
に
よ
る
口
座
振
替
依
頼
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
保
育
料
は
各
保
育
園
、
学
童
保
育
料

は
各
児
童
館
ま
た
は
、
児
童
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

●
取
扱
金
融
機
関
　
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
、
い
ち
い
信
用

金
庫
、
愛
知
北
農
業
協
同
組
合
、
中
京
銀
行
、
岐

阜
銀
行
、
名
古
屋
銀
行
、
十
六
銀
行
、
愛
知
銀
行

の
全
国
の
本
店
・
支
店
と
郵
便
局
（
保
育
料
・
学

童
保
育
料
は
、
郵
便
局
で
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ

ん
） 

●
振
替
期
日
　
申
込
日
か
ら
振
替
開
始
ま
で
に
１

か
月
の
期
間
が
必
要
で
す
。
そ
の
間
に
納
期
が
来

る
税
に
つ
い
て
は
、
お
送
り
し
た
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
直
接
現
金
で
納
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
領
収
書
が
必
要
な
人
は
各
担
当
課
で
領

収
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動

車
税
…
税
務
課
収
納
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
６
）
、

国
民
健
康
保
険
税
…
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
、
介
護
保
険
料
…
生
き

が
い
課
介
護
保
険
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
、

保
育
料
・
学
童
保
育
料
…
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
）、水
道
料
金
（
下
水
道
使
用
料
）

…
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
６
）
ま
で
。 

       

　
昨
年
は
、
新
潟
豪
雨
を
始
め
、
１０
月
２３
日
の
新

潟
県
中
越
地
震
、
１２
月
２６
日
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
な
ど
が
発
生
し
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
福
岡

県
西
方
沖
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
大
規
模
災
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
で
は
、
逃
げ

遅
れ
て
犠
牲
と
な
っ
た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
や
障
害
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
こ
れ
を
教
訓
と
し
、
災
害
時
に

迅
速
に
援
護
を
必
要
と
す
る
人
（
災
害
時
要
援
護

者
）
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
等
を
的
確
に
行
う

た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。 

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
へ
の
登
録 

　
災
害
時
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認
、
救
出
、
避

難
誘
導
を
迅
速
に
行
う
た
め
に
は
、
自
主
防
災
会

を
は
じ
め
地
域
の
関
係
団
体
等
に
援
護
を
必
要
と

し
て
い
る
人
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
個
人
情
報
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
本

人
ま
た
は
、
家
族
等
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
災
害

時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
人
で
も
申
し
出
が
な
け
れ
ば
、
名
簿

に
登
録
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
は
、
岩
倉
市
と

各
自
主
防
災
会
で
厳
重
に
管
理
し
ま
す
。 

●
対
象
者
　
被
災
時
に
支
援
者
の
い
な
い
次
の
①

か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人 

①
介
護
保
険
で
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人 

②
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り 

③
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）
、
療
育
手
帳

（
Ａ
判
定
）
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

級
）
を
お
持
ち
の
人 

④
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い
外
国
人 

⑤
①
〜
③
の
人
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
人 

●
登
録
の
受
付
場
所
　
市
民
窓
口
課
・
福
祉
課
・

生
き
が
い
課
・
児
童
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康

課
）
、
消
防
署
（
消
防
本
部
）
　 

●
問
合
先
　
福
祉
課
（
☎
３
８
―
５
８
０
９
）
ま

で
。 
市
税
等
の
支
払
い
は
安
全
で 

便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用 

く
だ
さ
い 

「
岩
倉
市
災
害
時
要
援
護
者 

名
簿
」へ
の
登
録
は
お
済
み
で 

す
か 

住民票の写しの電話予約と金曜日の窓口延長 
　仕事の都合などで市役所の業務時間内に出かけることができないが、急に住民票の写し等が必要な場合は、次の方
法があります。 
●住民票の写しの電話予約　住民票の写しは、市役所の業務終了後の午後５時１５分から９時まで、宿直室（時間外
受付）で受け取ることができます。また、土・日曜日、祝日など、市役所が業務を行っていない日でも午前８時３０
分から午後９時まで、受け取ることができます。 
　ご利用を希望されるときは、お受け取り当日の業務時間内（午前８時３０分～午後５時）に、市民窓口課へ電話で
ご依頼ください。また、土・日曜日、祝日などに受け取りたいときは、直前の業務日の時間内にご依頼ください。利
用できるのは、本人または、本人と同一の世帯の人に限ります。 
●金曜日の窓口延長　住民票の写し、戸籍の全部・個人事項証明書（戸籍謄抄本）および印鑑登録証明書を、祝日を
除く毎週金曜日に市民窓口課の窓口業務を延長して発行しています。時間は午後７時までです。このときに印鑑の登
録申請をお受けすることもできます。登録したい本人が免許証や写真付き住民基本台帳カードなど、写真付の公的身
分証明書と印鑑をご持参いただければ、その場で印鑑登録をして、証明書の交付を受けることができます。 
●問合先　市民窓口課市民窓口係（☎３８―５８０７）まで。 

選挙の結果をお知らせします 選挙の結果をお知らせします  

） 

 

 

 

） 

 

 

 

 
 

平成17年10月1日 14



●
市
政
の
窓
●
 

阜
銀
行

名
古
屋
銀
行

十
六
銀
行

愛
知
銀
行

犠
牲

暮

年

課
）

消
防
署
（
消
防
本
部
）
　 

平成１７年９月１１日執行 
衆 議 院 議 員 総 選 挙  
最高裁判所裁判官国民審査 

（岩倉市開票区） 

選挙の結果をお知らせします 選挙の結果をお知らせします 選挙の結果をお知らせします 

■投票結果（衆議院議員総選挙） 
●小選挙区選出議員選挙 

■開票結果 
●小選挙区選出議員選挙 

（単位：％） 

男 

区分 
投票区 

北第一 北第二 上 天神 中第一 中第二 中央 南第一 南第二 西 下 東 計 

６５．１８ 

６３．５７ 

６６．８９ 

６５．２１ 

６６．５０ 

６５．７６ 

６６．１３ 

６４．６８ 

６８．４８ 

６６．５６ 

６９．６６ 

６９．７５ 

６９．７１ 

６４．１０ 

６８．８９ 

６６．５３ 

６２．１５ 

６５．９０ 

６４．００ 

６２．２５ 

６５．１７ 

６３．７２ 

６１．２８ 

６３．３５ 

６２．３０ 

６５．１１ 

６７．８４ 

６６．４６ 

６９．１９ 

６５．１２ 

６７．０７ 

６０．００ 

６２．７６ 

６１．３６ 

６１．２８ 

６５．９６ 

６３．８６ 

６６．５０ 

６３．６５ 

女 

計 

●比例代表選出議員選挙 

●比例代表選出議員選挙 

●最高裁判所裁判官国民審査 

（単位：％） 

男 

区分 
投票区 

北第一 北第二 

得票数 

上 天神 中第一 中第二 中央 南第一 南第二 西 下 東 計 

６５．１３ 

６３．５７ 

６６．７６ 

６５．１４ 

６６．４１ 

６５．７６ 

６６．０９ 

６４．６８ 

６８．４２ 

６６．５３ 

６９．６６ 

６９．７５ 

６９．７１ 

６４．１０ 

６８．８９ 

６６．５３ 

６２．１５ 

６５．８５ 

６３．９８ 

６２．２０ 

６４．７８ 

６３．５０ 

６１．２８ 

６３．２４ 

６２．２５ 

６５．０１ 

６７．８４ 

６６．４１ 

６９．１９ 

６５．１２ 

６７．０７ 

５９．８８ 

６２．７６ 

６１．３０ 

６１．３４ 

６５．９０ 

６３．８４ 

６６．４２ 

６３．６５ 

女 

計 

※ 投票率には、期日前投票および不在者投票を含みます。 

区分 
江　 てつま 杉本 和巳 石田 たもつ 

候　　　　　　補　　　　　　者 

２，４１１ １１，８６５ ９，３２９ 

有 効 投 票 数  
無 効 投 票 数  
投 票 総 数  
持ち帰り・その他 

２３，６０５ 
５２６ 

２４，１３１ 
０ 

得票数 

区分 
新党日本 社会民主党 民主党 日本共産党 公明党 自由民主党 

政　　　　　　　　　党　　　　　　　　　名 
 

８，０８０ ２，０６４ ３，０６７ ８，４１０ １，０５３ ９７６ 

有 効 投 票 数  
無 効 投 票 数  
投 票 総 数  
持ち帰り・その他 

２３，６５０ 
４７４ 

２４，１２４ 
 ３ 

罷免を可としない投票の数 

区　　　分 
罷免を可とする投票の数 

古田 佑紀 
 

中川 了滋 堀籠 幸男 今井 功 津野 修 才口 千晴 

２０，９７８ ２１，０３４ ２１，０２７ ２０，９３４ ２０，９５４ ２１，０１２ 
１，３３９ １，２８３ １，２９０ １，３８３ １，３６３ １，３０５ 

 

有 効 投 票 数  
無 効 投 票 数  
投 票 総 数  
持ち帰り・その他 

２２，３１７ 
１，２２０ 

２３，５３７ 
１５ 

※最高裁判所裁判官国民審査の投票率は、 
　男　６２．２８％、女　６４．９６％、計　６３．６２％です。 
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ス
ト
レ
ス
は
万
病
の
も
と 岩

倉
市
医
師
会
　
渡
部
照
和 

健　康 
講　座 
健　康 
講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

わ
た
　
べ

　
て
る
　
か
ず 

　
昔
か
ら
「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」
と
言
わ

れ
て
い
た
。
し
か
し
現
代
社
会
は
、
ス
ト
レ

ス
社
会
と
言
わ
れ
、
急
速
な
社
会
、
労
働
環

境
の
変
化
、
人
間
関
係
の
複
雑
化
、
稀
薄
化

な
ど
あ
ら
ゆ
る
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
、
ス
ト
レ
ス
の
な
い
環
境
は
皆
無
と
言
え

る
。 

　
ス
ト
レ
ス
は
も
と
も
と
物
理
学
専
門
用
語

で
「
外
部
か
ら
の
力
が
加
わ
っ
た
際
に
、
物

体
に
生
ず
る
歪
」
の
こ
と
を
言
う
が
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
生
理
学
者
ハ
ン
ス
・
セ
リ
エ
が
生

体
反
応
と
し
て
医
学
的
に
「
生
体
が
外
部
か

ら
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
体
内
の
恒
常
性
が

乱
れ
る
こ
と
、
生
体
の
均
衡
が
破
れ
る
こ

と
」
を
ス
ト
レ
ス
と
定
義
し
、
一
般
的
に
ス

ト
レ
ス
学
説
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。 

　
人
は
生
活
環
境
が
変
化
し
て
も
無
意
識
に

適
応
し
よ
う
と
す
る
反
応
が
ス
ト
レ
ス
で
あ

り
、
調
査
に
よ
る
と
成
人
の
半
数
以
上
が
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
お
り
、
特
に
男
性
３０
代
、

女
性
２０
〜
４０
代
に
多
い
。 

　
ス
ト
レ
ス
に
は
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
と
精
神

的
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
、
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
は

熱
い
、
痛
い
な
ど
の
様
々
な
刺
激
を
言
い
、

精
神
的
ス
ト
レ
ス
と
は
生
活
背
景
な
ど
に
よ

り
個
人
差
こ
そ
あ
れ
精
神
的
・
肉
体
的
に
不

快
な
事
柄
、
イ
ラ
イ
ラ
、
く
よ
く
よ
な
ど
心

理
的
な
反
応
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
人
間
は
生
き
て
い
る
限
り
、
外
界
か
ら
の

刺
激
を
ゼ
ロ
の
状
態
に
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
が
、
一
時
的
あ
る
い
は
急
性
ス
ト
レ

ス
で
あ
れ
ば
原
因
の
危
機
が
去
れ
ば
ス
ト
レ

ス
も
次
第
に
薄
ら
い
で
く
る
。 

　
し
か
し
長
期
的
な
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ

る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
が
な
く
な
り
、
慢

性
的
身
構
え
状
態
に
な
っ
て
精
神
の
疲
労
が

身
体
に
蓄
積
し
て
く
る
と
、
円
形
脱
毛
症
、

眼
性
疲
労
、
メ
ニ
エ
ル
症
候
群
、
耳
鳴
、
め

ま
い
、
偏
頭
痛
、
糖
尿
病
、
自
律
神
経
失
調

症
、
高
血
圧
、
心
臓
病
（
特
に
狭
心
症
）
、

心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患
、
胃
・
十

二
脂
腸
潰
瘍
な
ど
を
ひ
き
お
こ
し
生
活
習
慣

病
な
ど
を
促
進
さ
せ
る
要
素
と
な
る
。
「
ス

ト
レ
ス
は
万
病
の
も
と
」
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。 

　
し
か
し
ス
ト
レ
ス
は
我
々
に
悪
い
影
響
ば

か
り
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し

ろ
適
度
の
ス
ト
レ
ス
は
心
の
意
欲
が
高
め
ら

れ
た
り
、
本
来
以

上
の
力
を
発
揮
す

る
こ
と
も
多
々
あ

る
。 

　
ス
ト
レ
ス
と
う

ま
く
共
存
あ
る
い

は
利
用
す
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。 

　
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
個
人

差
も
あ
る
が
、
決
し
て
義
務
の
よ
う
に
押
し

つ
け
ら
れ
た
り
、
強
制
し
た
り
競
争
な
ど
し

て
は
な
ら
な
い
。 

　
ス
ト
レ
ス
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
絶
対
に
蓄

積
し
な
い
よ
う
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。
　

　
ス
ト
レ
ス
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
ス
ト
レ
ス

を
上
手
に
解
消
す
る
秘
訣
を
い
く
つ
か
お
す

す
め
し
ま
す
。 

　
直
面
し
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
同
時

　
に
考
え
ず
に
ま
ず
一
つ
だ
け
に
全
力
を
つ

　
く
し
一
つ
ず
つ
確
実
に
処
理
し
て
い
く
こ

　
と
。 

　
決
心
し
た
ら
躊
躇
せ
ず
、
く
よ
く
よ
せ
ず

　
に
す
ぐ
に
行
動
に
移
そ
う
。
い
つ
ま
で
も

　
く
よ
く
よ
考
え
ず
「
な
る
よ
う
に
な
れ
」

　
と
い
う
開
き
直
り
が
大
切
。
過
ぎ
た
こ
と

　
に
く
よ
く
よ
し
な
い
で
ス
ト
レ
ス
を
決
し

　
て
蓄
積
し
な
い
よ
う
心
が
け
る
こ
と
。 

　
１
日
の
う
ち
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
を
作

　
ろ
う
。
仕
事
と
休
日
の
メ
リ
ハ
リ
を
は
っ

　
き
り
つ
け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。 

　
悩
み
事
な
ど
の
た
め
に
信
頼
で
き
る
人
、

　
心
の
そ
こ
か
ら
相
談
で
き
る
人
を
普
段
か

　
ら
作
っ
て
お
く
と
良
い
。 

　
生
活
習
慣
の
改
善
、
休
養
と
仕
事
の
バ
ラ

　
ン
ス
を
保
ち
過
労
防
止
が
も
っ
と
も
大
事

　
で
あ
る
。
仕
事
の
時
間
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
の

　
時
間
を
は
っ
き
り
と
一
線
を
引
く
こ
と
。

　
そ
し
て
毎
日
の
生
活
に
リ
ズ
ム
を
保
つ
こ

　
と
を
心
が
け
る
こ
と
。 

（１） （２） （３） （４） （５） 

か
い
よ
う 

 

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
大
切
に
！ 

岩
倉
東
新
町
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
８
月
２７
・
２８
日
、
夏
合
宿
を
行
っ
た
。
私

た
ち
岩
倉
東
新
町
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
、
岐
阜
県
下
の
大
畑
町
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
瑞
浪
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

の
交
流
夏
合
宿
で
あ
る
。
こ
の
合
宿
は
約
２０

年
間
続
き
、
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
。
今

年
は
６０
名
ほ
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
、

午
前
中
は
多
治
見
市
の
体
育
館
内
で
練
習
を

行
い
、
午
後
か
ら
は
定
光
寺
キ
ャ
ン
プ
場
に

て
、
宝
探
し
や
、
焼
き
そ
ば
作
り
、
ホ
ッ
ト

ド
ッ
ク
作
り
、
班
単
位
で
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
生

活
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
小
学
校
１

年
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
子
ど
も
た

ち
が
混
じ
っ
て
過

ご
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で

は
、
班
単
位
で
出

し
物
を
披
露
し
、

団
結
し
た
組
体
操

や
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
見
せ
て
く
れ
た
。
私
た

ち
ゅ
う
ち
ょ 
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「
催
眠
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
」 
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

　
皆
さ
ん
は
、
「
催
眠
商
法
」
と
い
う
言
葉

を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
「
催
眠
商
法
」
は
、
お
客
を
一
種
の
催
眠

状
態
に
陥
れ
、
健
康
食
品
、
高
級
布
団
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
購
入
さ
せ
る
の
で
こ
う

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
商
法
は
、
主
婦
や

お
年
寄
り
を
主
な
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。 

催
眠
商
法
の
手
口 

　
催
眠
商
法
で
は
、
チ
ラ
シ
や
広
告
な
ど
で

お
客
を
会
場
に
集
め
、
会
場
を
締
め
切
っ
て

密
室
状
態
を
作
り
ま
す
。 

　
ま
ず
、
日
用
品
、
雑
貨
、
食
料
品
な
ど
を

無
料
で
配
り
始
め
ま
す
が
、
一
種
の
興
奮
状

態
に
す
る
た
め
に
手
を
あ
げ
さ
せ
、
早
く
手

を
あ
げ
て
商
品
を
も
ら
い
た
い
と
い
う
雰
囲

気
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。 

　
こ
う
し
て
会
場
の
雰
囲
気
が
高
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
、
本
来
販
売
し
た
い
健
康
食
品
、
高

級
布
団
な
ど
を
「
今
回
だ
け
の
特
別
価
格
」

な
ど
と
い
っ
て
買
得
感
を
演
出
し
、
断
り
づ

ら
い
雰
囲
気
に
し
て
販
売
し
ま
す
。 

　
会
場
は
密
室
な
た
め
、
な
か
な
か
帰
る
こ

と
が
で
き
ず
、
あ
ま
り
欲
し
く
も
な
い
商
品

を
買
わ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
相
談
の
実
例
か
ら
見
て
も
、
こ
う
し
て
販

売
さ
れ
る
商
品
は
、
品
質
の
割
に
は
値
段
が

高
く
、
お
得
な
買
い
物
で
な
い
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。 

　
こ
の
手
の
業
者
に
は
１
日
な
い
し
１
週
間

く
ら
い
の
期
間
で
場
所
を
転
々
と
す
る
「
短

期
タ
イ
プ
」
と
、
３
〜
４
か
月
間
同
じ
場
所

に
留
ま
る
「
長
期
タ
イ
プ
」
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
短
期
タ
イ
プ
の
業
者
は
、
ス
ー
パ
ー
の
新

規
オ
ー
プ
ン
や
セ
ー
ル
日
の
よ
う
に
お
年
寄

り
や
主
婦
が
集
ま
る
場
所
を
狙
っ
て
路
上
で

チ
ラ
シ
を
配
っ
て
勧
誘
し
て
か
ら
会
場
へ
と

連
れ
て
行
く
ケ
ー
ス
が
多
く
、
長
期
タ
イ
プ

の
業
者
の
場
合
に
は
新
聞
折
込
で
チ
ラ
シ
を

入
れ
て
短
期
貸
し
の
仮
設
店
舗
に
呼
び
寄
せ

る
手
法
を
用
い
ま
す
。 

催
眠
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
に 

★
「
も
ら
え
る
も
の
は
も
ら
わ
な
い
と
損
」

な
ど
と
考
え
な
い
こ
と
。
帰
り
に
く
い
雰
囲

気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
タ
ダ
よ
り
高
い

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

★
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

会
場
で
は
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
安
易
に
会
場
に
行
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

★
高
齢
者
の
健
康
に
対
す
る
不
安
に
つ
け
こ

む
場
合
が
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

催
眠
商
法
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

の
対
象 

　
催
眠
商
法
に
よ
り
購
入
し
た
商
品
も
、
訪

問
販
売
の
一
種
と
し
て
８
日
間
の
間
に
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

★
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
…
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
を
業
者
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

発
信
し
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
よ
う
に
、
は

が
き
を
「
配
達
記
録
郵
便
」
ま
た
は
、
「
簡

易
書
留
」
で
送
り
ま
す
。
必
ず
発
送
す
る
前

に
両
面
の
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
い
る
場

合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も
書
面
を
送
り

ま
す
。 

　
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

１
人
で
悩
む
こ
と
な
く
、
お
早
め
に
尾
張
県

民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８
６
―
７
１
―
０

９
９
９
）
、
市
民
相
談
室
（
☎
３
８
―
５
８

２
２
）
な
ど
身
近
な
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

団
結
し
た
組
体
操

や
、
ダ
ン
ス
な
ど
を
見
せ
て
く
れ
た
。
私
た

ち
大
人
は
子
ど
も
た
ち
の
発
想
に
感
心
す
る

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
合
宿
中
は
、
指
導
員
や

ご
父
兄
が
手
を
出
す
こ
と
を
極
力
避
け
子
ど

も
た
ち
の
行
動
を
見
守
っ
た
。
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
す
る
、
上
級
生
が
下
級
生
の
面
倒

を
見
る
、
大
人
が
や
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
る
こ

と
も
、
子
ど
も
た
ち
が
や
り
終
え
る
ま
で
待

っ
た
。
汚
れ
た
お
皿
を
何
度
も
洗
い
直
し
て

い
た
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
皆
真
顔
で
あ
っ
た
。

台
風
の
影
響
を
心
配
し
て
い
た
が
、
今
年
も

け
が
人
も
無
く
無
事
に
終
わ
っ
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
仲
間
同
士
の
絆
が
深
ま
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
来
年
の
夏
、
ま
た
新
し
い

仲
間
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

る
。 

●
練
習
日
時
　
月
・
木
曜
日
は
岩
倉
団
地
集

会
所
、
金
曜
日
は
東
小
学
校
体
育
館
、
午
後

７
時
〜
９
時 

●
問
合
先
　
村
松
（
☎
６
６
―
４
７
４
５
）

ま
で
。 
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●
史
跡
公
園
月
釜 

   　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
伝
統
あ

る
日
本
文
化
に
気
軽
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
に
ご

家
庭
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
お
茶
会
を

開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１６
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
雨
天
決
行
） 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家

（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８
―
６
１
０

１
） 

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹

茶
と
お
菓
子
） 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
加
藤

社
中 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３
８
―
５
８

１
９
） 

    

●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト 

    　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
の
駐
車
場

で
開
催
し
ま
す
。 

　
「
野
菜
の
広
場
」
が
新
鮮
採
れ
た

て
の
野
菜
を
販
売
す
る
ほ
か
、
地
元

商
店
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１６
日
　
午
前
９
時
〜

正
午
（
雨
天
の
場
合
は
２３
日
　
に
延

期
） 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
中
は
、

駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
来
場

は
徒
歩
ま
た
は
、
自
転
車
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

　
児
童
館
行
事  

●
「
お
や
つ
ク
ッ
キ
ン
グ
」 

  

　
児
童
館
で
は
、
お
や
つ
作
り
を
体

験
す
る
た
め
に
「
お
や
つ
ク
ッ
キ
ン

グ
」
を
行
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
ペ
ル
ー
出
身
の
喜
屋
武

ア
ル
メ
ン
ド
ラ
さ
ん
と
バ
レ
ン
シ

ア
・
グ
ラ
デ
ィ
ス
さ
ん
が
、
南
米
ア

ン
デ
ス
地
方
の
紫
と
う
も
ろ
こ
し
で

作
る
ジ
ュ
ー
ス
と
デ
ザ
ー
ト
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
２９
日
　
午
前
１０
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
第
五
児
童
館 

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
チ
チ
ャ
・
モ
ラ
ー
ダ
、

マ
サ
モ
シ
・
モ
ラ
ー
ダ 

▼
参
加
費
　
１
０
０
円 

▼
対
象
　
小
学
生 

▼
定
員
　
３０
人 

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
お

近
く
の
児
童
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
、
締
め

切
り
ま
す
）
。 

▼
問
合
先
　
第
二
児
童
館
（
☎
３
７

―
０
９
１
５
） 

  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

    　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
１０
月
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
１
人

ま
た
は
、
１
グ
ル
ー
プ
で
１
曲
演
奏

し
て
い
た
だ
く
「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ

ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
２３
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」

に
申
し
込
ま
れ
た
人
　
　
　
　 

▼
演
奏
曲
　
ピ
ア
ノ
演
奏
、
ギ
タ
ー

演
奏
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
子
育
て
支
援
講
演
会 

　
　
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

   　
子
ど
も
の
育
ち
と
絵
本
の
役
割
、

た
く
さ
ん
の
絵
本
の
中
か
ら
ど
ん
な

も
の
を
選
べ
ば
い
い
の
か
。
子
ど
も

と
の
絵
本
の
楽
し
み
方
な
ど
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
　
１０
月
２１
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

▼
テ
ー
マ
　
¬
子
ど
も
の
育
ち
と
絵

本
」 

▼
講
師
　
水
野
陽
一
さ
ん
（
学
校
法

人
岩
倉
学
園
西
成
幼
稚
園
園
長
） 

▼
定
員
　
親
子
３５
組
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
、
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
受
付
　
１０
月
７
日
　
か
ら
受

け
付
け
ま
す
（
平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
の
間
で
お
願
い
し
ま
す
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　

３
８
―
３
９
１
１
）  

  

●
第
３３
回
岩
倉
母
親
大
会

　
映
画
「
に
が
い
涙
の
大
地
か
ら
」 

  

　
こ
の
映
画
は
、
旧
日
本
軍
が
中
国

に
遺
棄
し
た
砲
弾
に
よ
り
、
今
な
お

死
傷
し
て
い
る
人
々
を
取
材
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。 

　
戦
争
に
つ
い
て
、
平
和
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
優
れ
た
作
品
で
す
。 

▼
上
映
映
画
　
「
に
が
い
涙
の
大
地

か
ら
」
（
監
督
・
撮
影
・
編
集
…
海

南
友
子
） 

▼
と
き
　
１０
月
２９
日
　
①
午
前
１０
時

〜
、
②
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
講
堂 

▼
入
場
料
　
前
売
り
１
千
円
、
当
日

１

、

ー
・

・

。

・

・

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（日） 

（日） （土） 

（日） 

（金） 

（日） 

（金） 

（土） 

み
ず
　

の
　
よ
う
い
ち 

き
ゃ
ん

 

か
い
　 

な
ん
　

と
も
　

こ 

催し  
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毎

好
評
の
「

わ

▼
定
員
　
３
人 

も
の
を
選
べ
ば
い
い
の
か

子
ど
も

▼
入
場
料
　
前
売

千
円

当
日

１
千
２
０
０
円
、
シ
ル
バ
ー
・
障
害

者
９
０
０
円
、
学
生
５
０
０
円 

▼
そ
の
他
　
保
育
所
を
用
意
し
ま
す
。 

▼
主
催
　
第
３３
回
岩
倉
母
親
大
会
実

行
委
員
会 

▼
後
援
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

▼
問
合
先
　
桑
山
（
☎
３
７
―
４
８

０
６
） 

  

●
講
演
会
「
ど
う
な
る
日
本

　
の
政
治
と
経
済
」  

   

　
小
牧
法
人
会
岩
倉
支
部
で
は
、
読 

売
新
聞
編
集
委
員
橋
本
五
郎
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
２２
日
　
午
後
１
時
３０

分
（
開
場
…
午
後
１
時
） 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
演
題
　
「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治 

と
経
済
」 

▼
講
師
　
橋
本
五
郎
さ
ん 

▼
定
員
　
５
０
０
人 

▼
入
場
料
　
無
料 

▼
主
催
　
社
団
法
人
小
牧
法
人
会
岩

倉
支
部 

▼
後
援
　
岩
倉
市
・
岩
倉
市
商
工
会
・

岩
倉
市
婦
人
会
・
岩
倉
ゆ
う
わ
会 

▼
問
合
先
　
小
牧
法
人
会
岩
倉
支
部

事
務
局
（
岩
倉
市
商
工
会
館
内
☎
６ 

６
―
３
４
０
０
） 

    

●
全
国
・
自
然
歩
道
を
歩
こ

　
う
大
会 

愛
知
県
大
会  

 

　 　
毎
年
、
１０
月
の
１
か
月
間
は
、
環

境
省
主
唱
に
よ
る
「
全
国
・
自
然
歩

道
を
歩
こ
う
月
間
」
で
す
。 

　
愛
知
県
は
「
愛
知
県
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
協
会
」
と
共
催
で
、
次
の
と
お
り

「
第
２４
回
全
国
・
自
然
歩
道
を
歩
こ

う
大
会
　
愛
知
県
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１６
日
　
午
前
９
時
名

鉄
広
見
線
善
師
野
駅
（
犬
山
市
）
集

合
、
９
時
３０
分
名
鉄
善
師
野
駅
出
発
、 

午
後
２
時
ご
ろ
犬
山
城（
針
綱
神
社
）

到
着
予
定
、
到
着
後
各
自
自
由
解
散 

★
コ
ー
ス
　
東
海
自
然
歩
道
ほ
か

（
犬
山
市
内
約
９
㌔
）
…
名
鉄
善
師

野
駅
〜
大
洞
池
〜
不
老
公
園
〜
犬
山

国
際
交
流
村
〜
犬
山
橋
〜
犬
山
城

（
針
綱
神
社
） 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
受
付
　
当
日
集
合
場
所
で
受
付 

▼
そ
の
他
　
小
雨
決
行
。
現
地
へ
の 

交
通
費
は
自
己
負
担
。
昼
食
・
水
筒
・

雨
具
等
は
各
自
で
持
参
。
大
会
参
加

中
の
負
傷
に
つ
い
て
は
、
応
急
処
置

は
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
責
任
は
負

い
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

（
万
一
の
場
合
の
た
め
に
健
康
保
険

証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
環
境
部
自
然
環

境
課
調
整
・
施
設
グ
ル
ー
プ
（
☎
０

５
２
―
９
５
４
―
６
２
２
７
） 

（土） 

（日） 

 

は
し
も
と
　
ご
　
ろ
う 

主催：いわくら塾　後援：岩倉市、岩倉市教育委員会 

　いわくら塾は、第３次岩倉市総合計画の市民自らが取り組むまちづくり計画「市民地
域づくりプラン」の実現を目指して活動しています。その活動の一環として次のとおり
行事を開催します。 

　「子ども大学」を開催していますが、今年度の参加者を追加募集します。 
　対　象　市内の小・中学生 
　参加費　１人３００円（保険料）と各講座の実費が必要です。 
　募集人数　３０人 
　講　師　いわくら塾の会員など 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　申込・問合先　福冨(☎３７―２５３２)または、各学校の先生まで。 ▼
 

６ 
７ 

８ 

９ 

１０ 

１０月２３日（日） 
１１月２７日（日） 

１２月２４日（土） 

平成１８年 
　１月２９日（日） 

　２月２５日（土） 

１０:００～１２:００ 

市内南部を散策しよう！ 公民館 
南中 

南中 

岩中 

南小 

無し 

無し 

実費 

実費 

実費 

参加費 

おもしろ科学！ 
しめ縄づくりにチャレンジ！ 
餅つき体験! 
いわくらコーチンまんを 
つくろう！ 
民話を聞いたり、昔の遊びを 
楽しもう！ 
 

回数 と　き ところ 内　容 

実りの秋を満喫してみませんか！　 

「子ども大学」で楽しく遊びませんか！ 
 

　今年も昨年に引き続き休耕田を有効利用して、いも掘りを通して土いじりの楽しさと
親子のふれあいの大切さを体験してもらう、いも掘りイベントを開催します。 
　と　き　１０月２９日（土）午前９時～午後１時 
※雨天の場合は、３０日（日）に延期（午前７時に決定） 
　ところ　自然生態園（食事）、自然生態園北東側の畑（いも掘り） 
　対　象　子ども（幼稚・保育園児～中学生）とその保護者 
　集合時間・場所　午前８時４５分に自然生態園に集合してください。 
　内　容　いも掘りと、いも料理（一部は有料）を食べたり、コンテ
スト等のイベントを行います。 
　参加費　１人３００円（子ども、大人とも） 
　募集人数　２００人 
　申込締切日　１０月１４日（金）（定員になりしだい、締め切ります） 
　持ち物　軍手、スコップ（小型）、タオル、水筒等 
　申込方法　市役所１階情報サロンまたは、各児童館等に申し込み用紙が置いてありま
すので、必要事項を記入のうえ、申し込んでください。 
　その他　１０月２７日（木）午前１０時～（小雨決行）に、いものつる切りを行いま
す。お手伝いいただける人は申し込み用紙にご記入ください。 
　問合先　福冨（☎３７―２５３２）まで。 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

「親子イキイキいも掘り大会」 
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●
か
し
こ
い
学
校
選
び
・
高

　
校
入
試
説
明
会 

  

　
私
学
を
よ
く
す
る
愛
知
父
母
懇
談

会
で
は
、
１０
月
１５
日
　
公
民
館
で

「
か
し
こ
い
学
校
選
び
・
高
校
入
試

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１５
日
　
午
後
７
時
３０

分
〜 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
２
階
会
議
室
　 

▼
対
象
者
　
中
学
生
お
よ
び
中
学
生 

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者 

▼
後
援
　
岩
倉
市
・
岩
倉
市
教
育
委 

員
会 

▼
問
合
先
　
水
野
（
☎
３
８
―
２
９

０
７
） 

         

　
異
動
の
届
け
出
は
１４
日
以
内
に 

●
国
民
健
康
保
険
の
異
動
の

　
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く 

  

　
会
社
等
を
退
職
し
、
職
場
の
健
康 

保
険
、
共
済
組
合
等
の
健
康
保
険
被 

保
険
者
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
り
、

被
扶
養
者
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た

と
き
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
会
社
等
に
就
職
し
、
健
康

保
険
の
被
保
険
者
証
を
受
け
と
っ
た

と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合

は
、
異
動
の
日
か
ら
１４
日
以
内
に
、 

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
資
格
取
得
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

医
療
給
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
国

民
健
康
保
険
税
は
、
社
会
保
険
等
の

資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
や
転
入
し

た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
課
税
さ
れ

ま
す
。
税
金
は
納
め
て
も
給
付
は
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
早
め
に
届
け
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
交
通
災
害
共
済
に
家
族

　
そ
ろ
っ
て
加
入
を 
  

　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が
交
通

事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
、

事
故
の
程
度
に
応
じ
て
見
舞
金
を
お

支
払
い
す
る
制
度
で
す
。 

▼
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人 

▼
会
費
　
１
人
５
０
０
円
（
毎
年
４

月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１
日
の
１
年
間

有
効
） 

　
た
だ
し
、
９
月
３０
日
以
降
に
加
入

の
申
し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
１

人
３
０
０
円
で
す
。 

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ
る
人
身
事
故 

▼
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
１７
年
４

月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
か
外
国

人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
で
、
７０
歳

以
上
ま
た
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
か

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
岩
倉
市
が
会
費
を
全
額
負
担
し
、

交
通
災
害
共
済
会
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ
た

場
合
は
、
見
舞
金
請
求
書
な
ど
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
見
舞
金
の
請
求
方
法
　
見
舞
金
請

求
書
（
組
合
指
定
用
紙
）
に
次
の
書

類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
） 

★
診
断
書
（
組
合
指
定
用
紙
）
ま
た

は
、
保
険
会
社
が
医
療
機
関
か
ら
取

り
寄
せ
た
診
断
書
（
コ
ピ
ー
可
、
入

院
期
間
、
通
院
日
の
記
載
が
あ
る
も

の
） 

★
死
亡
診
断
書
ま
た
は
、
死
体
検
案

書 ★
口
座
振
替
申
請
書（
市
指
定
用
紙
） 

★
会
員
証
兼
領
収
書
（
請
求
す
る
と

き
に
は
、印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
） 

※
請
求
期
間
は
、
交
通
事
故
に
あ
っ

た
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
２
年
を
過
ぎ
て
か
ら
の
請

求
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

　
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ 

●
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

　
お
済
み
で
す
か 

  

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日
に
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人

が
い
な
い
場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔

慰
金
と
し
て
額
面
４０
万
円
、
１０
年
償

還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
１
人
　 

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者
　 

②
戦
没
者
等
の
子
　 

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

・
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
人

て
（
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
な

シ
ー
乗
車
料
金
と
助
成
額
と
の
差
額

っ
て
い
る
日
雇
労
働
者
ま
た
は
、
職

（土） 
（土） 

取
得
す
る
場
合 

喪
失
す
る
場
合 

そ
の
他 

会社等（社会保険）をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、印鑑 

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑 

転入したとき 印鑑 

出生したとき 国保の被保険者証、母子健康手帳、印鑑 

会社等（社会保険）に入ったとき 国保の被保険者証、会社等（社会保険） 
の被保険者証 

転出するとき 国保の被保険者証 

生活保護を受け始めたとき 国保の被保険者証、保護決定通知書 

死亡したとき 国保の被保険者証、印鑑 

退職者医療制度に該当したとき 国保の被保険者証、年金証書（加入月数 
の確認できるもの）、印鑑 

退職者医療制度に該当しなくなったとき 

国保の被保険者証、印鑑 

市内で住所が変わったとき（転居） 

被保険者の氏名が変わったとき 

世帯主が変わったとき 

世帯の合併、分離をしたとき 
被保険者証をなくしたとき 

修学のため遠隔地へ行くとき 

長期出張等で別の被保険者証がいるとき 国保の被保険者証、印鑑 

印鑑、身分証明書（免許証等） 

国保の被保険者証、在学証明書、印鑑 

こ ん な と き  必 要 な も の  

手続き 
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保
険
者
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
り
、

被
扶
養
者
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た

市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
交
通
事
故
証
明
書
（
自
動
車
安
全

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹
　 

④
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
　 

⑤
①
〜
④
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦
没

者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親

等
内
の
親
族 

▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
９
）  

  

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

　
整
備
事
業
補
助
金 

  

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
る

人
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

▼
補
助
対
象
と
な
る
地
域
　
尾
張
北

部
都
市
計
画
下
水
道
岩
倉
公
共
下
水

道
に
係
る
都
市
計
画
決
定
区
域
を
除

く
市
内
全
域 

▼
補
助
対
象
条
件 

・
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
構
造
規
準
に

適
合
す
る
も
の 

・
２０
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
で
生
物
化

学
酸
素
要
求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
除
去
率

９０
㌫
以
上
、
放
流
水
の
生
物
酸
素
要

求
量
が
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
２０
㍉
㌘

（
日
間
平
均
値
）
以
下
の
機
能
を
有

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽 

▼
欠
格
要
件 

・
浄
化
槽
法
に
基
づ
く
設
置
の
審
査

を
受
け
ず
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
人 

・
住
宅
を
借
り
て
い
る
人
で
、
賃
借

人
の
承
諾
を
得
ら
れ
て
い
な
い
人 

・
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
人 

・
自
ら
の
住
居
を
目
的
と
す
る
住
宅

以
外
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
人 

・
住
宅
を
新
築
ま
た
は
、
増
改
築
を

す
る
こ
と
に
伴
い
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
人 

▼
補
助
金
額
　
５
人
槽
…
３５
万
４
千

円
、
７
人
槽
…
４１
万
１
千
円 

▼
申
請
・
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環

境
生
活
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
８
） 

  
●
児
童
手
当
の
申
請
を
お
忘

　
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

  

　
児
童
手
当
は
、
９
歳
到
達
後
、
最

初
の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童（
小
学
校
３
年
生
修
了
前
の
児
童
）

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
ま
だ
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い

人
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
以
上
の
場

合
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の 

★
印
鑑 

★
請
求
者
（
保
護
者
）
名
義
の
預
金

通
帳
（
郵
便
局
は
不
可
） 

★
厚
生
年
金
等
加
入
の
人
は
請
求
者

（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
コ
ピ
ー 

★
平
成
１７
年
１
月
２
日
以
降
に
岩
倉

市
に
転
入
さ
れ
た
人
は
「
平
成
１７
年

度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」 

　
手
続
き
に
は
そ
の
他
必
要
に
応
じ

て
（
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
な

ど
）
添
付
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
児
童
課
児
童
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
公
務
員
の
人
は
、
職
場
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
） 

  

●
高
齢
者
す
こ
や
か
タ
ク

　
シ
ー
料
金
助
成 

  

　
日
常
生
活
で
社
会
活
動
が
容
易
に

で
き
る
よ
う
チ
ケ
ッ
ト
を
お
渡
し
し

て
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。 

▼
対
象
　
満
８５
歳
以
上
の
人 

▼
助
成
額
　
１
乗
車
に
つ
き
、
タ
ク

シ
ー
基
本
料
金
と
迎
車
料
金
（
タ
ク

シ
ー
乗
車
料
金
と
助
成
額
と
の
差
額

は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
） 

▼
交
付
枚
数
　
月
２
枚
分
の
チ
ケ
ッ

ト
を
申
請
の
月
か
ら
当
該
年
度
分
を

一
括
交
付
し
ま
す
。 

※
申
請
に
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ

れ
あ
い
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
１
） 

  

●
就
学
援
助
制
度 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
就
学
困
難
な
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、学
用
品
費
・

学
校
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
等
を
援

助
す
る
就
学
援
助
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。 

▼
対
象
　
要
保
護
世
帯
以
外
の
世
帯

の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
就
学
援

助
基
準
に
該
当
し
、
か
つ
、
経
済
的

に
お
困
り
の
人 

▼
就
学
援
助
基
準 

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
、
廃
止

さ
れ
た
人 

②
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
、
減
免

さ
れ
た
人 

③
個
人
事
業
税
ま
た
は
、
固
定
資
産

税
が
減
免
さ
れ
た
人 

④
国
民
年
金
保
険
料
の
掛
金
が
免
除

ま
た
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免

も
し
く
は
徴
収
猶
予
さ
れ
た
人 

⑤
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
た
人

（
児
童
手
当
は
該
当
し
ま
せ
ん
） 

⑥
世
帯
更
正
貸
付
を
受
け
た
人
　
　

⑦
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
日
雇
労
働
者
ま
た
は
、
職

業
安
定
所
登
録
日
雇
労
働
者 

⑧
①
〜
⑦
以
外
の
人
で
、
特
別
な
事

情
で
経
済
的
に
お
困
り
の
人
　
　 

▼
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
８
） 

  

●
私
立
高
校
等
の
授
業
料

　
の
一
部
を
補
助 

  

　
私
立
高
等
学
校
等
へ
通
っ
て
い
る

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
授
業
料
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

▼
対
象
　
１０
月
１
日
（
基
準
日
）
現

在
、
私
立
高
等
学
校
お
よ
び
専
修
学

校
の
高
等
課
程
に
在
籍
す
る
生
徒
の

保
護
者
で
、
基
準
日
に
お
い
て
市
内

に
住
所
が
あ
る
人
。
　
　
　
　
　
　

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

①
基
準
日
に
お
い
て
、
特
待
生
な
ど

で
授
業
料
の
納
付
を
全
額
免
除
さ
れ

て
い
る
生
徒
の
保
護
者 

②
通
信
制
の
課
程
、
専
攻
科
ま
た
は
、

別
科
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
の
保
護

者 ▼
補
助
金
額
　
生
徒
１
人
１
万
８
０

０
円 

▼
申
請
方
法
　
学
校
教
育
課
で
お
渡

し
す
る
用
紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
期
間
　
１０
月
３
日
　
〜
３１
日

　
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
） 

▼
申
請
・
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
） 

（月） 

（月） 

 扶養親族等の数 国民年金加入者等 厚生年金加入者等 

 ０人 ３０1 ４６０ 

 １人 ３３９ ４９８ 

 ２人 ３７７ ５３６ 

 ３人 ４１５ ５７４ 

 ４人 ４５３ ６１２ 

 ５人 ４９１ ６５０ 

 

平成１７年度所得制限限度額 
（単位：万円） 
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●
愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門

　
校
普
通
課
程
訓
練
生 

  

　
愛
知
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

実
践
的
な
技
能
者
に
向
け
、
職
業
に

必
要
な
技
術
や
知
識
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。 

▼
募
集
科
目
等
　
表
の
と
お
り 

▼
応
募
資
格
　
　
中
卒
コ
ー
ス
…
中

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
原

則
３０
歳
以
下
の
人
　
高
卒
コ
ー
ス
… 

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
原
則
３０
歳
以
下
の
人 

▼
選
考
方
法
　
入
校
を
希
望
す
る
高

等
技
術
専
門
校
で
、
筆
記
試
験
お
よ

び
面
接
を
実
施 

▼
入
校
日
　
平
成
１８
年
４
月
１２
日
　

▼
申
込
方
法
　
入
校
願
書
を
、
入
校

を
希
望
す
る
高
等
技
術
専
門
校
へ
直 

接
ま
た
は
、
居
住
地
を
管
轄
す
る
公

共
職
業
安
定
所
を
経
由
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
入
校
検
定
料
、
入
校
料
お
よ
び
授

業
料 

★
入
校
検
定
料
…
４
千
４
０
０
円
　

★
入
校
料
…
５
千
６
５
０
円
　
　
　 

★
授
業
料
…
年
額
５
万
７
千
６
０
０

円 ※
金
額
は
一
部
変
更
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
希
望
す
る
専
門
校
に
直

接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

　 

 

●
愛
知
障
害
者
職
業
能
力 

　
開
発
校
訓
練
生 
  

　
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
は
、
国

が
設
置
し
、
愛
知
県
が
運
営
し
て
い

る
障
害
者
の
た
め
の
職
業
訓
練
施
設

で
、
障
害
者
の
能
力
に
適
応
す
る
訓

練
科
目
に
よ
っ
て
、
基
礎
知
識
と
技 

能
を
習
得
し
て
も
ら
い
、
就
職
や
自

立
を
促
進
し
、
生
活
の
安
定
と
社
会 

参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と 

し
て
い
ま
す
。 

　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で

は
、
平
成
１８
年
度
の
訓
練
生
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　 

★
普
通
課
程
…
高
校
卒
業
（
平
成
１８

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
み
ま

す
）
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
人
　 

★
短
期
課
程
…
義
務
教
育
修
了
（
平

成
１８
年
３
月
修
了
見
込
み
の
人
を
含

み
ま
す
）
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
人 

※
い
ず
れ
も
障
害
が
固
定
し
て
お
り
、

訓
練
と
集
団
生
活
が
可
能
な
人 

▼
募
集
科
目
等
　
表
の
と
お
り 

▼
応
募
方
法
　
入
校
願
書
、
健
康
診

断
書
を
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所（
犬
山
公
共
職
業
安
定
所
）

を
経
由
し
、
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
入
校
日
　
平
成
１８
年
４
月
１２
日
　

▼
受
験
料
、
入
校
料
お
よ
び
授
業
料 

　
無
料 

▼
そ
の
他
　
訓
練
で
必
要
な
工
具
は

貸
与
さ
れ
ま
す
（
教
科
書
代
、
食
費
、

作
業
着
代
は
実
費
が
必
要
で
す
。
通

校
が
不
便
な
人
は
、
寄
宿
舎
に
入
寮

で
き
ま
す
） 

。
（水） 

（水） 

（１） 
（２） 

　岩倉市教育委員会では、来春小学校に就学（入

学）されるお子さん（平成１１年４月２日から平

成１２年４月１日までに生まれた人）を対象に、

市内各小学校で健康診断を行います。 

　事前に郵送しました「就学時健康診断票」と「就

学時健康診断調査票」をご持参のうえ、指定され

た就学予定の小学校で受けてください。 

　とき・ところ 
★１０月　６日（木）…岩倉北小学校 

★１０月　７日（金）…曽野小学校 

★１０月１２日（水）…岩倉東小学校 

★１０月１３日（木）…岩倉南小学校 

★１０月１７日（月）…五条川小学校 

　なお、次の場合は、学校教育課へお問い合わせ

ください。 

・「就学時健康診断の通知」が届かないとき 

・就学に関する相談 

　問合先　学校教育課庶務係（☎３８―５８１８） 

新入学児童健康診断 

▼
 

▼
 

募集期間および選考日 

募集科目、募集定員等 

コース区分 募集期間 選考日 
１２月１日（木）～平成１８年１月６日（金） 

１１月１日（火）～３０日（水） 
中卒コース 
高卒コース 

平成１８年１月２０日（金） 
１２月９日（金） 

名古屋高等技術専門校（名古屋市北区安井２―４―４８ 
☎０５２―９１７―６７１１） 
岡崎高等技術専門校（岡崎市美合町字平端２４ 
☎０５６４―５１―０７７５） 
東三河高等技術専門校（宝飯郡一宮町大字一宮字上新切 
３３―４☎０５３３―９３―２０１８） 

募集定員 
２０人 

 １５人 

２０人 

２０人 

訓練期間 コース区分 訓練科名 高等技術専門校名 
２年 
２年 

２年 

２年 

高卒コース 
高卒コース 

高卒コース 

中卒コース 

システム設計科 
建築デザイン科 

メカトロニクス科 

木造建築科 

システム設計科 
コンピュータ制御科 
OAビジネス科 
CAD設計科 

園芸科 
DTPコース 
Webコース 
 

アパレル科 
彫型工芸科 

２年 
２年 
１年 
１年 
１年 
１年 

１年 

１５人 
１０人 
３０人 
２０人 

合わせて 
４０人 

２０人 
１０人 

第1回【新規学卒者】 
１０月３日（月）～３１日（月） 

第２回【一般・新規学卒者】 
１１月１日（火）～３０日（水） 

第３回【一般・新規学卒者】 
平成１８年１月４日（水）～ 
２月１７日（金） 

第１回 
１１月６日（日） 

第２回 
１２月１１日（日） 

第３回 
平成１８年２月 
２６日（日） 

普通 
課程 

短期 
課程 

区分 訓練科目 訓練期間 募集定員 募集期間 選考日 

デザイン科 

募集  
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則
３０
歳
以
下
の
人
　
高
卒
コ
ー
ス
… 

接
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

 

▼
受
験
料

入
校
料
お
よ
び
授
業
料 

▼
問
合
先
　
愛
知
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
〒
４
４
１
―
１
２
３
１
宝

飯
郡
一
宮
町
大
字
一
宮
字
上
新
切
３３

―
１４
☎
０
５
３
３
―
９
３
―
２
１
０

２
　
０
５
３
３
―
９
３
―
６
５
５
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
） 

　 

        

●
消
費
生
活
講
座
「
ク
レ
ジ

　
ッ
ト
契
約
な
ど
に
関
す
る

　
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
②
」 

  

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」「
点
検
商
法
」

「
不
当
請
求
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
口
で
消
費
者
が
被
害
に
あ
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
に
は
き
ち
ん
と
し
た
知
識
を
身

に
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　 

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
多
重
債
務
に

関
す
る
こ
と
を
中
心
に
尾
張
県
民
生

活
プ
ラ
ザ
と
共
催
で
講
座
を
開
催
し

ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１２
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

▼
テ
ー
マ
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
な
ど

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て 

▼
講
師
　
川
合
す
み
よ
さ
ん
（
尾
張

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談

員
） 

▼
定
員
　
５０
人
程
度
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
、
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
１１
日
　
ま
で
に
、

商
工
農
政
課
窓
口
へ
直
接
ま
た
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
そ
の
他
　
当
日
は
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

●
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ

　
ー
企
画
オ
ー
プ
ン
講
座 

  

　
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
講
座
の

一
環
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
推
進
を
図
る
た
め
次
の
と
お
り
、

講
演
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１４
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
開
場
…
９
時
３０
分
〜
） 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
講
師
　
松
居
友
さ
ん
（
児
童
文
学

作
家
・
絵
本
作
家
・
評
論
家
） 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
講
演
内
容
　
子
ど
も
が
反
抗
期
を

経
て
自
立
し
て
い
く
過
程
と
、
民

話
・
絵
本
の
世
界
を
愛
の
体
験
を
通

し
て
講
師
の
松
居
友
さ
ん
に
興
味
深

く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

▼
主
催
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

   

●
児
童
福
祉
講
座 

　
「
絵
本
を
も
っ
と
楽
し
も
う
」 

  

　
多
く
の
子
ど
も
は
絵
本
が
大
好
き

で
す
。 

　
こ
の
講
座
で
は
、
子
育
て
中
の
人

に
、
絵
本
の
楽
し
さ
や
、
子
ど
も
の

発
育
に
応
じ
た
絵
本
の
選
び
方
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
２１
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
曽
野
幼
稚
園
（
駐
車
場

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
徒
歩
ま
た
は
、

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
） 

▼
講
師
　
田
中
愛
子
さ
ん
（
図
書
館

お
は
な
し
会
） 

▼
定
員
　
５０
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
、
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
そ
の
他
　
１
歳
６
か
月
以
上
の
お

子
さ
ん
に
限
り
、
会
場
で
託
児
し
ま

す
（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
、
先
着

１０
人
ま
で
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
）  

  

●
高
齢
者
福
祉
講
座 

　
「
介
護
に
か
か
る
お
金
の
話
」 

  

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
長
く
な
り

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
介
護
を
必

要
と
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
今

は
元
気
で
も
、
あ
る
日
突
然
、
介
護

が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
、
介
護
に
い
っ
た
い
い

く
ら
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
介
護

に
ま
つ
わ
る
お
金
の
話
を
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。 

▼
と
き
　
１０
月
２９
日
　
午
後
２
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

▼
講
師
　
長
谷
川
嘉
哉
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
グ
ッ
ド
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
代

表
） 

▼
定
員
　
５０
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
、
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
） 

  

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
い
ろ
は
」 

  

　
こ
の
講
座
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

経
験
の
な
い
人
や
ち
ょ
っ
と
知
り
た

い
人
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
市
内
の

活
動
紹
介
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
」
の
２
部
構
成
で
行
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１８
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

▼
定
員
　
２０
人 

▼
講
師
　
社
会
福
祉
協
議
会
登
録
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
） 

  

●
親
子
魚
つ
り
教
室
２
０
０
５ 

  

　
岩
倉
の
水
辺
を
守
る
会
で
は
、
親

子
一
緒
に
の
ん
び
り
と
自
然
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
次
の
と
お
り

つ
り
教
室
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
２３
日
　
午
前
８
時
３０

分
〜
１１
時
（
受
付
は
午
前
８
時
、
雨

天
中
止
） 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
南
部
中
学
校
南
の

三
角
地 

▼
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者 

（
１
０
０
人
で
締
め
切
り
ま
す
） 

▼
参
加
費
　
１
人
２
０
０
円
（
保
険 

代
等
、
当
日
現
地
で
徴
収
） 

▼
申
込
場
所
　
最
寄
り
の
児
童
館
、 

み
ど
り
の
家
、
く
す
の
き
の
家 

▼
申
込
締
切
日
　
１０
月
１４
日
　 

▼
そ
の
他 

・
参
加
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が 

必
要
で
す
。 

・
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
初
心

者
大
歓
迎
で
す
）
。 

・
つ
り
具
を
お
持
ち
の
人
は
、
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

お
貸
し
し
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
人

は
参
加
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い

（
貸
し
出
し
は
子
ど
も
の
み
）
。 

・
バ
ケ
ツ
な
ど
は
、
各
自
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。 

・
終
了
後
、
イ
モ
煮
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
の
水
辺
を
守
る
会

奥
田
（
☎
３
７
―
０
７
２
３
） 

（水） 

（火） 

（金） 

（金） 

（土） 

（金） 

（日） 

（火） 

（２

募

募

普
課

短
課

区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　h

ttp
:// 

w
w
w
.a
ih
o
i.a
c
.jp
/

か
わ
い 

ま
つ
　

い
　
と
も 

た
　
な
か
　

あ
い
　

こ 

は
せ
が
わ
　

よ
し
　

や 
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健
康
管
理
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
を
！ 

●
基
本
健
康
診
査
・
住
民

　
検
診
・
歯
科
健
康
診
査 

  

　
健
康
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は

日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
と
毎
年
の

定
期
健
診
が
大
切
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
表
の
と
お
り
基

本
健
康
診
査
と
住
民
検
診
・
歯
科
健 

康
診
査
を
健
康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

基
本
健
康
診
査 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
対
象
　
昭
和
４１
年
３
月
３１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
（
た
だ
し
、
勤
務
先

な
ど
で
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
、
ま
た
、
現
在
医
療
機
関 

で
治
療
中
の
人
は
除
き
ま
す
） 

▼
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影

（
住
民
検
診
）
、
尿
検
査
、
身
体
測

定
、
問
診
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
検

査
、
血
液
検
査
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
貧
血
、
肝
機
能
、
血
糖
、
腎
機

能
、尿
酸
）、医
師
の
診
察
、眼
底
検
査

（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
の
み
）
、

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
今

年
度
に
４０
歳
・
４５
歳
・
５０
歳
・
５５
歳
・

６０
歳
・
６５
歳
・
７０
歳
に
な
る
人
等
） 

▼
費
用
　
無
料 

▼
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１

時
３０
分 

▼
注
意
事
項
　
基
本
健
康
診
査
受
診

券
（
は
が
き
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
人
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
当
日
、
受

付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
当
日
は
血
糖
検
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
糖
分
は
避
け
、
飲
食
は

午
前
９
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

（
お
茶
は
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。 

▼
検
査
の
結
果
　
約
１
か
月
後
に
、 

個
人
通
知
し
ま
す
。 

※
３５
歳
か
ら
３９
歳
ま
で
の
人
（
昭
和

４１
年
４
月
１
日
〜
昭
和
４６
年
３
月
３1

日
生
ま
れ
）
で
基
本
健
康
診
査
を
希 

望
さ
れ
る
人
は
、
有
料
（
４
千
１
０

０
円
）
で
受
診
で
き
ま
す
。 

住
民
検
診 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
対
象
　
平
成
２
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
（
た
だ
し
、
学
校
や

勤
務
先
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
除
き
ま
す
） 

▼
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
、

尿
検
査
、
身
体
測
定
、
問
診
、
血
圧

測
定 

▼
費
用
　
無
料 

▼
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１

時
３０
分 

歯
科
健
康
診
査 

※
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
　
昭
和
５１
年
３
月
３１
日
以
前 

に
生
ま
れ
た
人
、
お
よ
び
妊
婦
　 

▼
定
員
　
４
３
０
人 

▼
診
査
内
容
　
歯
牙
、
歯
周
診
査
、

相
談
、
指
導 

▼
費
用
　
無
料 

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
ま
す
（
電
話
申
し
込
み
可
。

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
。
た
だ

し
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
、
締
め
切
り
ま

す
） 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車
で
の

お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
ー
３
５
１
１
） 

 

　 ●
い
き
い
き
女
性
の
フ
ィ
ッ

　
ト
ネ
ス 

　
〜
産
後
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
〜 

  

　
産
後
は
、
身
体
の
回
復
を
図
る
と

と
も
に
、
育
児
と
い
う
新
し
い
仕
事

が
増
え
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も

負
担
に
な
り
が
ち
で
す
。 

　
楽
し
く
運
動
し
て
、
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
き
　
１０
月
２６
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視

聴
覚
室 

▼
内
容
　
お
話
・
運
動
実
技
（
ス
ト

レ
ッ
チ
・
軽
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
） 

▼
講
師
　
水
谷
純
子
さ
ん
（
健
康
運

動
指
導
士
） 

▼
対
象
　
生
後
４
〜
７
か
月
頃
の
乳

児
と
そ
の
親 

▼
定
員
　
２０
組
（
先
着
順
） 

▼
そ
の
他
　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

▼
申
込
　
１０
月
３
日
　
か
ら
受
け
付

け
ま
す
（
電
話
可
）
。 

▼
持
ち
物
　
室
内
用
の
靴
・
タ
オ
ル

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

  

●
高
脂
血
症
予
防
の
栄
養
教
室 

  

　
高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
の
「
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
や
「
中
性
脂
肪
」

な
ど
の
脂
質
が
必
要
以
上
に
増
え
た

状
態
を
い
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
の
状

態
が
続
く
と
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣

病
を
ま
ね
い
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た

放
置
し
て
い
る
と
、
心
疾
患
、
脳
血

管
疾
患
、
脂
肪
肝
な
ど
の
誘
因
と
な

り
ま
す
。 

　
高
脂
血
症
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
家
族

の
健
康
と
食
事
を
見
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
　 

▼
と
き
　
１０
月
２８
日
　
午
前
９
時
３０

分
〜
正
午  

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
栄

養
指
導
室 

▼
内
容
　
話
「
高
脂
血
症
と
予
防
の

た
め
の
食
事
」
・
調
理
実
習 

▼
対
象
　
血
清
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
の
値
が
高
い
傾
向
の

人
・
そ
の
家
族
　
　
　 

▼
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
） 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン 

▼
申
込
方
法
　
１０
月
４
日
　
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電

話
可
）
。  

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

（水） （月） 

（火） 

（金） 

健診日 

１０月３日(月) 大地町 

１０月４日(火) 本町 

１０月５日(水) 中本町 

１０月６日(木) 西市町、宮前町 

１０月７日(金)  下本町 

１０月１１日(火) 東町 

１０月１２日(水) 中本町 

１０月１３日(木) 稲荷町 

１０月１４日(金)  

対象地域 実施日 

東新町 
（送迎はありません） 

み
ず
た
に
じ
ゅ
ん
　

こ 
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７
ー
３
５
１
１
） 

　
高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
の
「
コ

　 

 
●
禁
煙
教
室
・
禁
煙
講
演
会 

  

　
タ
バ
コ
を
や
め
た
い
と
は
思
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か
き
っ
か
け

が
つ
か
め
な
く
て
や
め
ら
れ
な
い
…

そ
ん
な
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
教
室 

で
す
。 

　
ま
た
、
「
禁
煙
に
関
心
は
あ
る
け

れ
ど
…
」
「
家
族
に
禁
煙
を
す
す
め

た
い
」
と
い
う
人
は
講
演
会
の
み
の 

参
加
も
で
き
ま
す
。 

禁
煙
教
室
（
３
か
月
コ
ー
ス
） 

▼
対
象
　
禁
煙
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人 

▼
と
き
　
禁
煙
講
演
会
…
１０
月
３０
日 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時 

※
講
演
会
の
あ
と
、
禁
煙
日
を
設
定 

し
、
約
３
か
月
間
、
面
接
、
電
話
等

で
個
別
に
保
健
師
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容
　
禁
煙
講
演
会
、
タ
バ
コ
検

査
（
呼
気
中
一
酸
化
炭
素
濃
度
チ
ェ 

ッ
ク
、
尿
中
ニ
コ
チ
ェ
ッ
ク
）
、
個

別
指
導 

禁
煙
講
演
会 

▼
テ
ー
マ
　
「
こ
れ
で
あ
な
た
も
禁

煙
で
き
る
！
　
リ
セ
ッ
ト
禁
煙
の
す

す
め
」 

▼
対
象
　
関
心
の
あ
る
人
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
３０
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視

聴
覚
室 

▼
講
師
　
磯
村
毅
さ
ん
（
リ
セ
ッ
ト

禁
煙
研
究
会
・
名
鉄
病
院
呼
吸
器
科

医
師
） 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

　 

        

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
無
駄
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品
（
９
月
１２
日
現
在
） 

▼
求
め
ま
す
　
歩
行
器
、
ビ
ニ
ー
ル

プ
ー
ル
、
冷
温
庫
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
に
付
け
れ
る
メ
リ
ー
、

子
ど
も
用
自
転
車 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

   

●
生
活
改
善
運
動
「
借
換
で
家

　
計
見
直
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」 

  

　
愛
知
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
尾
張

西
支
部
で
は
、
年
々
所
得
の
目
減
り

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
勤
労
者
家
庭
へ
、

生
活
防
衛
の
観
点
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン

等
の
借
換
で
家
計
見
直
し
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。 

　
「
高
い
金
利
で
返
済
し
て
い
る

人
」「
返
済
金
を
減
ら
し
た
い
人
」
借

換
で
家
計
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
対
象
　
勤
続
年
数
・
居
住
年
数
と

も
１
年
以
上
、
昨
年
の
税
込
年
収
が

１
５
０
万
円
以
上
の
正
社
員
で
日
本

労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
保
証
が
得

ら
れ
る
人 

▼
受
付
期
限
　
平
成
１８
年
３
月
３１
日 

▼
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
に
一
宮
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ま
で
） 

▼
相
談
・
問
合
先
　
愛
知
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
尾
張
西
支
部
事
務
局

（
☎
０
５
８
６
―
２
６
―
１
２
６
１
）

ま
た
は
、
東
海
労
働
金
庫
一
宮
ロ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
―
６
９

０
１
０
６
） 

  

●
全
国
地
域
安
全
運
動 

  

▼
と
き
　
１０
月
１１
日
　
〜
２０
日
　
　

▼
活
動
の
重
点 

・
空
き
巣
被
害
の
防
止 

・
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
防
止 

・
少
年
の
非
行
防
止 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
守
ろ
う
よ
　
わ
た
し
の
好
き
な
　

ま
ち
だ
か
ら
」 

〜
セ
ー
フ
テ
ィ
　
マ
イ
タ
ウ
ン
　
愛

知
〜
　 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活
安
全

課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
内
線
２
６

２
） 

（日） 

（木） 

（火） 

（日） 

健診

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

麻しん・風しんの予防接種が変わります 
　予防接種施行令等の改正により、麻しんと風しんの予防接種をそれぞれ１回ずつ接種して

いましたが、平成１８年４月１日から麻しんと風しんの混合ワクチンを２回接種することに

変更になります。それに伴い、接種期間が変更され、第１期が生後１２か月～生後２４か月

未満、第２期が５歳～７歳未満の人で小学校就学前年度の４月１日～３月３１日の間にある

人になります。　  

　改正されると、麻しんか風しんのどちらかの予防接種をすでに受けている人は、混合ワク

チンの接種はできなくなります。平成１８年４月１日に２歳を超えるお子さんや麻しんか風

しんのどちらかの予防接種が済んでいるお子さんは、平成１８年３月３１日までに保健セン

ターで麻しんと風しんの予防接種を両方済ませていただくようお願いします（なお、今まで

に麻しんまたは、風しんにかかった人は、かかった疾患の予防接種を受ける必要はありませ

ん）。 

麻しん予防接種実施日　１０月２８日（金）、１１月１０日（木）、平成１８年１月１１日

（水）、２月８日（水）、３月９日（木）  

※事前に予約が必要です。母子健康手帳を持参し保健センターへお越しください。 

風しん予防接種実施日　１１月９日（水）、１２月１５日（木）、平成１８年２月３日（金）、

３月３日（金）  

　問合先　保健センター（☎３７―３５１１） ▼
 

相 談 
その他 

い
そ
　

む
ら
た
け
し 
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●
「
法
の
日
」 

　
無
料
登
記
相
談
会 

  

　
１０
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
、
不
動
産
や
会

社
の
登
記
な
ど
に
つ
い
て
、
市
内
の 

司
法
書
士
お
よ
び
土
地
家
屋
調
査
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

　
費
用
は
無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１２
日
　
午
後
１
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室 

▼
主
な
相
談
内
容 

★
不
動
産
の
登
記
…
土
地
や
建
物
の

売
買
・
贈
与
・
相
続
・
遺
産
分
割
・ 

遺
言
、
土
地
の
境
界
の
確
定
・
分
筆
、

建
物
の
新
築
・
増
築
な
ど 

★
会
社
の
登
記
…
株
式
会
社
や
有
限

会
社
の
設
立
・
役
員
変
更
・
増
資
・

本
店
の
変
更
な
ど 

★
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
成
年
後
見 

人
に
関
す
る
手
続
き
な
ど 

★
破
産
、
個
人
民
事
再
生
申
立
手
続

な
ど 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎
３
８

―
５
８
２
２
） 

  

　
１０
月
１７
日
　
〜
２３
日
　 

●
秋
の
行
政
相
談
週
間 

  

　
総
務
省
で
は
、
国
や
特
殊
法
人
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・

要
望
を
お
聞
き
し
て
、
あ
っ
せ
ん
す

る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
行
政
相
談
制
度
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

１０
月
１７
日
　
か
ら
２３
日
　
ま
で
「
行

政
相
談
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。 

岩
倉
市
の
行
政
相
談 

　
岩
倉
市
で
は
、
毎
月
第
２
金
曜
日

に
行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

１０
月
の
行
政
相
談
は
秋
の
行
政
相
談

週
間
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り

日
に
ち
を
変
更
し
、
ま
た
時
間
を
延

長
し
て
行
い
ま
す
。 

　
年
金
、
保
険
、
税
金
、
登
記
、
環

境
衛
生
、
消
費
者
保
護
、
交
通
安
全
、

道
路
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
２１
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室 

▼
問
合
先
　
行
政
課
行
政
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
４
） 

行
政
相
談
委
員 

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相

手
で
す
。 

　
岩
倉
市
の
相
談
委
員
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。 

★
丹
羽
喜
代
之
さ
ん 

★
塩
谷
光
代
さ
ん 

一
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
設 

　
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
は
、

次
の
と
お
り
「
一
日
合
同
行
政
相
談

所
」
を
開
設
し
、
年
金
、
税
金
、
登

記
等
の
行
政
相
談
を
は
じ
め
、
相

続
・
離
婚
な
ど
の
法
律
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１８
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
オ
ア
シ
ス
２１
「
銀
河
の

広
場
」
（
名
古
屋
市
中
区
栄
） 

★
一
日
相
談
所
長
　
加
藤
由
香
さ
ん

（
「
ユ
ー
ガ
ッ
タ
！
　
Ｃ
Ｂ
Ｃ
」
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
） 

▼
問
合
先
　
中
部
管
区
行
政
評
価
局

（
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―

１
名
古
屋
合
同
庁
舎
２
号
館
☎
０
５

２
―
９
７
２
―
７
４
１
５
） 

　
な
お
、
次
の
と
こ
ろ
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

★
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
（
名
古

屋
市
中
区
栄
３
―
２
―
１７
ダ
イ
エ
ー

栄
店
８
階
☎
０
５
２
―
２
６
３
―
１

１
９
２
） 

※
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
、休
業
日
・

祝
日
は
休
み
で
す
。 

行
政
苦
情
１
１
０
番 

★
総
務
省
中
部
管
区
行
政
評
価
局
首

席
行
政
相
談
官
室
（
名
古
屋
市
中
区

三
の
丸
２
―
５
―
１
名
古
屋
合
同
庁

舎
第
２
号
館
☎
０
５
７
０
―
９
０
９

１
１
０
） 

  

●
警
察
安
全
相
談 

  

　
警
察
安
全
相
談
と
は
、
犯
罪
な
ど

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
相
談
や
、

暮
ら
し
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
相

談
な
ど
を
い
い
ま
す
。 

　
愛
知
県
警
で
は
、
警
察
安
全
相
談

の
窓
口
と
し
て
警
察
本
部
と
す
べ
て

の
警
察
署
に
「
住
民
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
、
警
察
の
担
当
者
が
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
身
に
な
っ
て
相
談
に
応

じ
、
一
緒
に
な
っ
て
問
題
解
決
を
図

り
ま
す
。 

　
ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
専
門
の

相
談
機
関
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。 

相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
　 

　
警
察
に
相
談
し
た
い
と
き
は
、
警

察
本
部
ま
た
は
、
お
近
く
の
警
察
署

の
「
住
民
コ
ー
ナ
ー
」
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

★
警
察
本
部
警
察
相
談
専
用
電
話
…

ま
す
。 

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
的
救
済

　
な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等

 

（金） 

（水） 

（月） 
（月） 

（日） 

（火） 

（日） 

行 政 書 士 無 料 相 談 会  
 　１０月は、行政書士制度強調月間です。 

　愛知県行政書士会尾北支部では、この月間行事として無料相談会を開きます。幅広い法
律知識に基づいて、担当の行政書士が分かりやすく説明します。 
　お気軽にご相談ください。 
　と　き　１０月２７日（木）午後１時３０分～３時３０分 
　ところ　市役所市民相談室 
　相談内容　農地法許可、開発許可、建設業許可、風俗営業許可の各申請 
★各種申請書等の作成を他人に依頼するときは、ご注意ください。 
官公署に提出する各種申請書、届出書等について、他人にその作成を依頼したり、相談し
たり、あるいはそれらの書類を県や市町村などの官公署に提出する手続きの代行を依頼し
たりすることがありますが、こうしたときのために行政書士制度があります。 
①官公署に提出する書類、権利義務・事実証明に関する書類（実地調査に基づく図面類を
含む）の作成 
②①の書類を官公署に提出する手続きの代行 
③①の書類の作成についての相談 
　行政書士会の会員でない者が、他人の依頼を受け、報酬を得て①の業務を行うことは、
行政書士法により、禁止されており、それに違反した場合は罰せられることになっていま
す。 
　官公署に提出する書類の作成を他人に依頼するときは、ご注意ください。 
　問合先　愛知県行政書士会尾北支部事務局（☎５４―６２０９） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

に
　
わ
　
き
　
よ
　
ゆ
き 

し
お
た
に
　

み
つ
　

よ 

か
　
と
う
　

ゆ
　
か 
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相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ

屋
市
中
区
栄

１
ダ
イ
エ

談
く
だ
さ
い

 

★
警
察
本
部
警
察
相
談
専
用
電
話
…

♯
９
１
１
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の

み
）
ま
た
は
、
☎
０
５
２
―
９
５
３

―
９
１
１
０ 

★
江
南
警
察
署
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
…

☎
５
６
―
０
１
１
０
内
線
２
２
７ 

▼
開
設
時
間
　
月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
を
除
く
） 

　
な
お
、
愛
知
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
警
察
相
談
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

★
愛
知
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
… 

 

★
携
帯
電
話 

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
（
ｉ
モ
ー
ド
メ
ニ

ュ
ー
リ
ス
ト
）
…
東
海
メ
ニ
ュ
ー
↓

行
政
／
便
利
サ
ー
ビ
ス
↓
モ
バ
イ
ル

愛
知
県
警  

・
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン
（
ボ
ー
ダ
フ
ォ
ン

ラ
イ
フ
）
…
東
海
メ
ニ
ュ
ー
↓
行
政

↓
モ
バ
イ
ル
愛
知
県
警 

・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ（
ａ
ｕ
・
Ｔ
Ｕ
―
Ｋ
Ａ
）

Ｅ
Ｚ
ｗ
ｅ
ｂ
…
エ
リ
ア
↓
タ
ウ
ン
ガ

イ
ド
・
交
通
・
行
政
↓
モ
バ
イ
ル
愛

知
県
警 

　 

 

●
被
害
者
相
談
窓
口
・
犯
罪

　
被
害
給
付
制
度 

  

　
警
察
で
は
各
種
の
犯
罪
被
害
相
談

窓
口
を
設
け
、
被
害
者
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
・

友
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

被
害
者
相
談
窓
口 

★
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ン
（
☎
０
５
２

―
９
５
４
―
８
８
９
７
） 

▼
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
） 

▼
相
談
内
容
　
犯
罪
被
害
者
の
た
め

の
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談 

★
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
☎

０
１
２
０
―
６
７
―
７
８
３
０
） 

▼
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
） 

▼
相
談
内
容
　
性
犯
罪
被
害
相
談 

★
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
（
☎
０
５
２
―

５
６
１
―
０
１
８
４
） 

▼
受
付
時
間
　
毎
日
２４
時
間 

▼
相
談
内
容
　
列
車
内
の
ち
か
ん
被

害
相
談 

★
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
被
害

少
年
相
談
電
話
）
（
☎
０
１
２
０
―

７
８
―
６
７
７
０
） 

▼
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
４
時
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
） 

▼
相
談
内
容
　
犯
罪
・
い
じ
め
等
の

被
害
に
関
す
る
相
談 

★
ス
ト
ー
カ
ー
１
１
０
番
（
☎
０
５

２
―
９
６
１
―
０
８
８
８
） 

▼
受
付
時
間
　
毎
日
２４
時
間 

▼
相
談
内
容
　
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に

関
す
る
相
談 

犯
罪
被
害
給
付
制
度 

　
こ
の
制
度
は
、
故
意
の
犯
罪
行
為

に
よ
り
不
慮
の
死
亡
・
重
傷
病
ま
た

は
、
障
害
と
い
う
重
大
な
被
害
を
受

け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
的
救
済

や
加
害
者
側
か
ら
の
損
害
賠
償
も
得

ら
れ
な
い
被
害
者
ま
た
は
、
遺
族
に

対
し
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。 

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
警
察
本
部
住
民

サ
ー
ビ
ス
課
犯
罪
被
害
者
対
策
室

（
☎
０
５
２
―
９
５
１
―
１
６
１
１

内
線
２
９
３
５
）
ま
た
は
、
江
南
警

察
署
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
（
☎
５
６
―

０
１
１
０
内
線
２
２
７
） 

  

●
多
重
債
務
者
相
談 

  

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務
者
の
た
め

の
生
活
再
建
相
談
所
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で
。 

　
た
だ
し
、
９
月
は
第
１
日
曜
日
、

１
月
は
第
３
日
曜
日
の
み
開
設
し
ま

す
。 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ

ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法
書
士
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ

ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に
頼
っ
た
生

活
の
見
直
し
、
借
入
金
の
法
的
整
理

後
の
生
活
再
建
支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架

空
請
求
、
悪
質
商
法 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等

の
借
入
の
分
か
る
書
類
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ 

ラ
あ
し
た
の
会
」
（
☎
０
８
０
―
３ 

６
２
０
―
７
６
５
４
） 

   

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の
相

　
談
料
を
補
助 

  

　
気
軽
に
お
金
を
借
り
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
（
サ
ラ

金
）
の
利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
が
原

因
で
、
家
庭
の
崩
壊
や
犯
罪
に
ま
で

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
悲
し
い
ケ
ー

ス
が
目
立
ち
、
社
会
問
題
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
悲
劇
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
前
に
、
で

き
る
限
り
早
く
法
律
の
専
門
家
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
岩
倉
市
で
は
、
愛
知
県

弁
護
士
会
が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ

金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
相
談
」
と
「
消

費
者
被
害
相
談
」
に
相
談
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
相
談
料
の
５
千
２
５

０
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

　
補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
市

民
相
談
室
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。 

　
詳
し
く
は
、
市
民
相
談
室
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎
３
８

―
５
８
２
２
） 

  

●
浄
化
槽
を
正
し
く
維
持

　
管
理
し
ま
し
ょ
う 

  

　
浄
化
槽
は
的
確
に
維
持
管
理
（
保

守
点
検
、
清
掃
）
が
行
わ
れ
な
い
と

水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
り
、
ま
た
隣

近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
浄
化
槽
は
、
法
律
に
よ
り
保

守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化

槽
の
保
守
点
検
は
、
浄
化
槽
が
正
常

に
働
い
て
い
る
か
を
定
期
的
に
点
検

す
る
も
の
で
す
。 

　
保
守
点
検
は
、
愛
知
県
登
録
の
浄

化
槽
保
守
点
検
業
者
に
、
法
定
検
査

は
、
愛
知
県
の
指
定
検
査
機
関
で
あ

る
　
愛
知
県
浄
化
槽
協
会
春
日
井
業

務
所
（
☎
０
５
６
８
―
５
３
―
３
７

２
１
）
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
浄
化
槽
の
清
掃
は
年
１
回

以
上
の
清
掃
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

清
掃
は
、
岩
倉
市
の
許
可
業
者
の
㈱

ア
イ
ホ
ク
（
☎
６
６
―
２
１
１
２
）

が
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
中
に
異
物

な
ど
が
混
入
し
て
い
る
と
、
し
尿
処

理
施
設
の
処
理
能
力
が
著
し
く
低
下

し
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
異
物
な
ど
を
ト
イ
レ
に
流
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
浄
化
槽
が
正

常
な
状
態
で
あ
る
よ
う
に
維
持
管
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
８
） 

（社） 

　
　h

ttp
://w

w
w
.p
re
f. a
ic
h
i. 
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o
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e
/ 
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  ●
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利

　
用
シ
ス
テ
ム
補
助
制
度
 

  　
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
と
は
、

太
陽
熱
を
給
湯
や
暖
房
な
ど
に
利
用

す
る
も
の
で
す
。 

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
で
は
、
国
か

ら
の
補
助
を
受
け
て
住
宅
用
太
陽
熱

高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。 

▼
補
助
対
象
者
　
集
熱
器
の
総
面
積

７５
平
方
㍍
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ

ム
を
設
置
さ
れ
る
人 

▼
補
助
金
額
　
集
熱
器
の
総
面
積
に 

応
じ
た
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す 

【
補
助
額
の
目
安
】 

★
６
平
方
㍍
で
約
１０
万
円 

★
７５
平
方
㍍
で
約
１
２
５
万
円 

　
な
お
、
住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置

す
る
場
合
（
た
だ
し
、
公
共
施
設
は

除
く
）
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団

太
陽
熱
利
用
部
（
〒
１
０
２
―
８
５

５
５
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３

―
６
秀
和
紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ
ル
６

階
☎
０
３
―
５
２
７
５
―
９
５
６
６
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
）
 

  

　
 

付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
予
約
さ
れ

　
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

（財） 

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
天
命 

　
　
　
　
　
　
　
　
五
木
寛
之
　
著 

　
　
　
　
分
類
　
エ
ッ
セ
イ
・
対
談 

　 

        

　
人
は
天
命
を
知
り
、
天
命
に
生
き

る
。
も
っ
と
も
善
良
で
最
も
愛
し
た

人
が
な
ぜ
ま
っ
先
に
死
な
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
受
け
入
れ
が

た
い
不
公
平
な
死
を
ど
う
乗
り
越
え

て
い
け
ば
よ
い
の
か
。 

 

★
そ
れ
ゆ
け
！
　
さ
か
な
く
ん
！ 

　
　
　
ル
ー
シ
ー
・
カ
ズ
ン
ズ
　
作 

　
　
　
　
　
　
　
な
ぎ
と
も
こ
　
訳 

★
と
う
ち
ゃ
ん
、
お
か
え
り 

　
　
　
　
　
　
　
あ
べ
ひ
ろ
し
　
絵 

　
　
　
　
　
　
む
ら
な
か
り
え
　
作 

★
は
じ
め
小
さ
な
草
原
に 

　
　
　
よ
ど
が
わ
き
ん
た
ろ
う
　
著 

指 名 競 争 入 札 結 果  （８月１８日～２５日） 

汚水枝線管渠工事（右岸１７―４工区） 

汚水枝線管渠工事（右岸１７―５工区） 

北島藤島線物件調査業務 

汚水幹線管渠工事（右岸１７―１工区） 

側溝改良工事 

側溝改良等工事 

大地新町外地内 

旭町地内 

曽野町地内 

旭町地内外 

東町地内 

稲荷町外２地内 

㈱イチテック岩倉支店 

㈱大栄企業 

㈱オオバ名古屋支店 

清水・昭和土建特定 
建設工事共同企業体 

㈱長谷川組岩倉支店 

㈱大崎工務店岩倉支店 

３７,８００,０００ 

２７,８２５,０００ 

４,０９５,０００ 

７０,８７５,０００ 

６,４０５,０００ 

３,３６０,０００ 

８/２６～H１８/２/２１ 

８/２６～H１８/３/２４ 

８/３０～１１/３０ 

９/１～H１８/３/２４ 

９/２～１２/２２ 

８/３０～１２/９ 

工　事　名　等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　h

ttp
://  

w
w
w
.n
e
f.o
r.jp

日 
～ 
 

日 
～ 
 

 

岩倉市国際交流協会 

世界のお惣菜 ―オーストリア編― 
　岩倉市国際交流協会では、食をとおした交流会「世
界のお惣菜」を開催します。今回は岩倉市国際交流
員のビビエンさんから中部ヨーロッパのウィーン
（オーストリア）料理を学びます。 
　と　き　１０月２３日（日）午前１０時～午後１
時３０分 
　ところ　公民館料理教室 
　献　立　①ケーゼシュペッツレ（チーズ料理） 
②ウィンナシュニッツェル（ウィーン風カツレツ）
③トップフェンクネーデル（団子風お菓子）　 
④スープとサラダ 
　定　員　２５人 
　持ち物　フキン・エプロン・筆記用具 
　費　用　岩倉市国際交流協会会員…４００円、非
会員…６００円（小学校６年生以下はそれぞれ半額） 
　申込期限　１０月１５日（土） 
　申込・問合先　岩倉市国際交流協会大橋（☎　 ３
７―７１１７)、光本(☎３７―８６７３)

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

い
つ
　
き
　
ひ
ろ
　

ゆ
き 
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 ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口

１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん
（
元
適

応
指
導
教
室
長
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け 

付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
予
約
さ
れ

た
人
が
優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
）
 

  ●
子
育
て
相
談
 

  　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
育
て
に
不
安
や
心
配
、
悩
み
は

つ
き
も
の
で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
も
、
一
人
で
考
え
込
ま
な
い
で
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り
　

　
 

 ●
寄
付
の
お
礼
 

 

 

　
次
の
と
お
り
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▼
岩
倉
市
児
童
館
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
み
ど
り
の
家
」
ヘ 

岩
倉
市
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
防
災
頭
巾
３
０
０
点 

  

●
献
血
に
ご
協
力
を
 

 

 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１０
月
１７
日
　
ユ 

ニ
ー
㈱
岩
倉
店 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
） 

（月） 

　
　
　
よ
ど
が
わ
き
ん
た
ろ
う
　
著 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていま
すので、お気軽にご相談ください。なお、各相談は正午から午
後１時までお昼の休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く）、午前９時～午
後４時 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
１０月　２日（日）午後１時～３時 
　　　１６日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
１０月　３日（月）午後１時～３時３０分 
　　　１７日（月）午後１時～３時３０分 
■税務相談 
１０月　６日（木）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
１０月　７日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■登記相談 
１０月１２日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
１０月１３日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１０月１４日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１０月１８日（火）午後１時～４時 
　　　２６日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時か
ら、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話
可）。 
■行政相談 
１０月２１日（金）午前１０時～午後３時   
■総合福祉相談 
１０月２１日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
１０月２４日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でく
よくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊かなボラ
ンティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけくださ
い。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休日
を除く） 

 

み  　な  　     な    や     む     な 

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

▼
 

▼
 

や
ま
　

だ
　

か
ず
　

ゆ
き 

Advice and Consultation for Foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
　２．Oct（Sun）１３：００～１５：００ 
１６．Oct（Sun）１３：００～１５：００ 
Consulta em Prol dos Estrangeiros  
(Associacao de Intercambio Internacional de Iwakura) 
０２/outubro(domingo)Das１３：００～１５：００hs 
１６/outubro(domingo)Das１３：００～１５：００hs

～ ＾ 

南部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

東部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

大地町小森５ 
☎ἴ
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎ἴ
３８―２３８７ 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

相談場所・問合先 面接相談（予約制） 電話相談 

▼
 

▼
 

▼
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べ
ナ
ジ
ル
・
ブ
イ
ヤ
、
小
島
聖
子
さ
ん

の
長
女
沙
里
香
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

 
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
パ
パ

と
マ
マ
を
選
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
 

 
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
沙
里
香
は

パ
パ
と
マ
マ
に
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
運

ん
で
く
れ
た
ね
。
 

 
そ
し
て
私
た
ち
家
族
が
多
く
の
人
の
優

し
さ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
ね
。
 

 
無
事
に
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か
ら
の
成
長

を
楽
し
み
に
し
て
る
よ
。
 こ

　

じ
ま
　

せ
い
　

こ 

沙
里
香
ち
ゃ
ん 

さ
　
　
り
　
　
か 

　
９
月
３
日
、
岩
倉
ユ
ニ
セ
フ
・
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
の
会
の
皆
さ
ん
が
、
「
あ
ー
と
ぎ
ゃ
ら

り
ー
　
こ
ど
も
た
ち
の
作
品
展
」
を
開
催
し

て
い
る
と
伺
っ
て
、
会
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
 

　
岩
倉
ユ
ニ
セ
フ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
会
は
、

ユ
ニ
セ
フ
（
国
際
児
童
基
金
）
の
活
動
を
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
会
費
形
式
の
テ
ィ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
や
古
着
市
な
ど
を
開
き
、
集

ま
っ
た
お
金
を
年
に
１
度
ユ
ニ
セ
フ
日
本
協

会
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
回
の
作
品
展
は
、
子
ど
も
を
守
る
ユ
ニ

セ
フ
の
活
動
を
、
子
ど
も
た
ち
に
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
、
市
内
の
子
ど
も
美
術
教
室

の
協
力
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

　
会
場
を
訪
れ
た
ご
家
族
は
、
わ
が
子
や
他

の
子
ど
も
た
ち
の
作
っ
た
色
と
り
ど
り
の
作

品
を
楽
し
ん
だ
後
、
置
い
て
あ
る
資
料
を
見

な
が
ら
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
や
、
世
界
の
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
会
代
表
の
見
平
さ
ん
は
「
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
な
ど
大
き
な
災
害
の
な
い
と
き
は
、
忘
れ

て
し
ま
わ
れ
が
ち
な
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
で
す

が
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
参
加
で
き
る
場
が
い

つ
も
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
来
年
は
、
活
動
を
始
め
て
か
ら
１０
年

を
迎
え
ま
す
が
、
息
の
長
い
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

　
会
で
は
、
１１
月
に
行
わ
れ
る
「
い
わ
く
ら

市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
参
加
も
計
画
し
て
お
り
、
気
軽
に
参

加
で
き
る
楽
し
い
催
し
を
今
後
も
計
画
し
て

い
く
そ
う
で
す
。
 

岩
倉
ユ
ニ
セ
フ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
会
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正しい情報を得るために
みや　　た さと　　こ 

●あいち防災リーダー　　宮田　智子 

　
竹
内
宏
・
ひ
ろ
み
さ
ん
の
長
女
愛
乃
ち

ゃ
ん（
９
歳
）と
長
男
大
貴
く
ん（
２
歳
）。
 

 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
愛
乃
ち
ゃ
ん

と
大
貴
く
ん
。
 

 
毎
日
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
 

 
愛
乃
ち
ゃ
ん
は
思
い
や
り
の
あ
る
優
し

い
女
の
子
に
、
大
貴
く
ん
は
わ
ん
ぱ
く
だ

け
ど
明
る
く
元
気
な
男
の
子
に
成
長
し
て

く
れ
ま
し
た
ね
。
 

 
こ
れ
か
ら
も
、
パ
パ
と
マ
マ
に
素
敵
な

笑
顔
を
見
せ
て
ね
。
 

た
け
　

う
ち
ひ
ろ
し 

愛
乃
ち
ゃ
ん 

大
貴
く
ん 

あ
い   

の 

だ
い
　
き 

災害時の声の伝言板「１７１」 
　災害時には、多くの情報が交錯し、デマや間違ったうわさなどが発生するこ
とが多くなります。慌てることなく、正しい情報を確実に手に入れることが必
要です。 
　また、災害発生時には特定地域に電話が殺到し、かかりにくくなる場合が出
てきます。 
　災害用伝言ダイヤルなどで、自分や家族の安否情報を知らせることや、被災
地の連絡などに活用したいものです。 
　確実に正しい情報を手に入れて、冷静な判断をするためには、日ごろから心
の備えと準備が何よりも重要になってきます。 

☆災害情報を手に入れるには？ 
広報車・テレビ・ラジオ・電話・インターネット・無
線など色々なメディアを通じて入手することができま
す。 
☆災害用伝言ダイヤルとは？ 
災害時の声の伝言板「１７１」と覚えておいてくださ
い。 
災害発生時には、特定地域に電話が殺到し、かかりに
くくなることがあります。 
災害用伝言ダイヤル「１７１」を自分（家族）の安否
情報や被災地との連絡などに活用したいものです。 

・利用方法 
「１７１」をダイヤルすると利用の説明が流れます。
説明に従って伝言の録音・再生をします。 
・録音方法 
①「１７１」をダイヤルする 
②「１」をダイヤルする 
③電話番号を市外局番からダイヤルする 
④伝言を録音する（３０秒以内） 
・再生方法 
①「１７１」をダイヤルする 
②「２」をダイヤルする 
③電話番号を市外局番からダイヤルする 
④伝言を聞く 

（左） 

 

（右） 
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南中の教育南中の教育
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
 

　
南
部
中
学
校
で
は
、
年
間
を
通
し
生
徒
の
将
来

へ
の
夢
を
育
み
、
夢
の
実
現
を
支
援
す
る
た
め
に

本
校
独
自
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。
 

　
本
校
で
は
毎
年
、
地
域
の
方
を
講
師
に
招
い
て

創
造
的
・
体
験
的
・
見
聞
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

的
活
動
を
学
ぶ
講
座
を
全
校
生
徒
・
保
護
者
対
象

に
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

 
今
年
度
は
６
月
２６
日
に
２６
講
座
を
設
け
ま
し
た
。

異
学
年
生
徒
や
保
護
者
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
と

も
に
学
ぶ
こ
と
で
社
会
性
を
養
い
、
自
己
を
高
め

自
ら
学
ぶ
経
験
を
通
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学

ぶ
基
礎
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
 

南
中
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

　
保
護
者
・
地
域
の
人
や
小
学
生
だ
け
で
な
く
生

徒
自
身
も
楽
し
む
文
化
祭
が
南
中
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
す
。
 

　
今
年
度
は
１０
月
３０
日
　
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
 

　
今
年
は
、
吹
奏
楽
部
を
は
じ
め
と
す
る
文
科
系

部
活
動
の
発
表
や
有
志
合
唱
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス

の
発
表
と
各
ク
ラ
ス
の
出
し
物
（
お
化
け
屋
敷
・

バ
ザ
ー
等
）
に
加
え
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
や
喫
茶
・
記
録
写
真
の
販
売
等
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
 

今
年
も
柔
道
部
が
大
活
躍
 

　
平
成
１７
年
度
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
は
、
県

大
会
３
連
覇
を
逃
し
た
も
の
の
女
子
が
団
体
戦
で

準
優
勝
し
ま
し
た
。
 

　
男
子
も
団
体
戦
で
第
３
位
に
入
賞
し
た
の
で
、

ア
ベ
ッ
ク
で
８
月
８
日
・
９
日
に
岐
阜
メ
モ
リ
ア

ル
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
東
海
大
会
に
愛
知
県
代

表
と
し
て
参
加
し
、
と
も
に
ベ
ス
ト
８
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

各
柔
道
大
会
出
場
者
名
 

 
東
海
大
会
 

 
男
子
団
体
…
横
井
大
二
・
村
瀬
卓
也
 

 
　
　
　
　
　
前
田
有
輝
・
高
浪
歩
実
 

 
　
　
　
　
　
岩
下
嵩
弘
・
渡
邊
　
覚
 

 
　
　
　
　
　
深
石
　
譲
 

 
女
子
団
体
…
池
戸
美
咲
・
川
原
理
沙
 

 
　
　
　
　
　
藤
本
茉
佑
・
小
関
冴
佳
 

 
男
子
個
人
…
岩
下
嵩
弘
・
村
瀬
卓
也
 

 
女
子
個
人
…
池
戸
美
咲
・
藤
本
茉
佑
 

 
全
国
大
会
 

 
女
子
個
人
…
池
戸
美
咲
 

（日） 

▲江南警察署員による護身術・逮捕術 

▲ＰＴＡバザー 

▲保健委員会の人間探検 

▲東海大会男子団体戦 

▲西尾張大会女子三連覇表彰式 

よ
こ
　
い
　
だ
い
　
じ 

い
け
　
と
　
　
み
　
さ
き 

む
ら
　
せ
　
た
く
　
や 

た
か
　

な
み
　

あ
ゆ
　
み 

お
　
ぜ
き
　

さ
え
　
か 

か
わ
　

は
ら
　
り
　
　
さ 

わ
た
　

な
べ
　
　
　
さ
と
る 

い
わ
　

し
た
　

た
か
　

ひ
ろ 

ふ
じ
　

も
と
　
ま
　
　
ゆ 

ふ
か
　

い
し
　
　
　
ゆ
ず
る 

ま
え
　
だ
　
ゆ
う
　
き 

岩倉南部中学校 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　９月４日、救急医療週間（今年は、９月４日か
ら１０日）に伴い、救急業務および消防業務等に
対する正しい理解と認識を深めていただくために、
市民の皆さんに消防庁舎を開放しました。 
　この日は、親子連れなど約８８０人の市民の皆
さんが訪れ、応急手当、消防車からの放水や消火
器の使い方の指導を受け、日ごろの救急・消防業
務を体験しました。 
　みんなの憧れの「はしご車」試乗では、子ども
も大人も、高さ約２０メートルからの景色に緊張
気味でした。 

　９月１０日、図書館と公民館で人形劇フェステ
ィバルが開催され、親子連れなど約８００人が訪
れました。 
　この日はプロの劇団による人形劇や手作りおも
ちゃコーナーなどの催しが用意され、どの会場も
子どもたちの笑顔であふれていました。 
　メーンの人形劇は会場に入りきれないほどの人
気で、集まった子どもたちは、劇団員の操る人形
に目がくぎづけとなり、人形の動きに一喜一憂し
ていました。 

楽しいな、人形劇　 
～人形劇フェスティバル～ 

グングン伸びるはしご車 
～消防庁舎市民開放～ 

　９月１３日と１４日の２日間、市長、助役、教育長が
２４２人の高齢者宅を訪問し、ご長寿を祝いました。こ
れは、老人週間（１５日～２１日）に合わせて、毎年行
われているものです。 
　特別養護老人ホーム「一期一会荘」を訪れた市長は、
今年数え年１００歳を迎えた加藤み津子さんに「これか
らも元気でお過ごしください」と、長寿を祝い敬老金と
記念品を手渡しました。 

「これからも元気でお過ごしください」 
～高齢者居宅訪問～ 

か　とう つ　こ 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 
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　休日急病診療（永吉昭一　なかよしこどもクリニック） 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

体育の日 
　休日急病診療（蕗野正　岩倉東クリニック） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★基本健康診査　★住民検診　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★基本健康診査　★住民検診 

★離乳食教室　★基本健康診査　★住民検診　 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

★基本健康診査 
★住民検診　 

★基本健康診査 
★住民検診　 

★基本健康診査　★住民検診　健康相談（ふれあいセンター） 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 
 

★基本健康診査 
★住民検診 
野菜の広場/岩倉駅地下道　 

★基本健康診査 
★住民検診 
野菜の広場/岩倉駅地下道　 

★基本健康診査　★住民検診 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 
古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 

木 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，504人（＋56人） 
            男性/24，144人（＋18人） 
            女性/24，360人（＋38人） 
          世帯数/19,580世帯（＋43世帯） 
                （9月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～稲荷町かいわい～ 

　稲荷町踏切の南東角に石碑が建てられています。石碑には、

ここから東の方角にある藤島観音への道案内が刻まれていました。 

　地元の人にお話を伺うと、この辺りに昔、名古屋鉄道「稲荷

前駅」があったそうです。この地に鉄道が敷かれたのは、大正

元年のこと。稲荷前駅は大山寺駅よりも古く、開業時に置かれ

た駅でした。この駅からたくさんの人がおよそ1キロ離れた藤島

観音へ歩いて参詣したそうです。 

　多くの車が行き交う踏み切りの脇に残された石碑は、今はす

でにない駅のにぎわいを伝えています。 

��	

じ 


